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本書はTM- 741系と TM- 841系の取扱説明書を兼ねてい
ます。
本文中の144MHz帯の操作はTM- 741系、 1200MHz帯は
TM- 841系用の操作説明です。

本機にバンド・ユニット（別売）を組み込むとトライパ

ンダーになります。

すでにあるバンドを追加することはできません。

ト ライパン ダ一時の キー操作 はデュアル・バンド時

の各ノてンドの操作と同じです。

イラストレーションは、特に記載ない限り TM- 741です。
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直射日光の当たる場所や、熱器具の近くに
置かないでください。

風通しの悪い所に置かないでください。
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本セットはDC13. 8V用です。大型車などの 電源コードを抜き差しするときは、必ず電
24Vには直接接続しないでください。 源プラグを持って行ってください。

煙が出たり変な臭いがするときは、すぐに
電源プラグをコンセントから抜いて販売店

ほこりや湿気の多い所に置かないでくださ またはサービスセンターへご連絡くださ

し＇o •· ,. ～ し主。

金属類や燃えやすいものを通風穴などから
入れないでください。

D C安定化電源を使用する場合
濡れた手で電源プラグに触れないでくださ

クリ一三ングのご注意
①お手入れの際は、電源プラグをコンセン

トから抜いてください。
②シンナーやベンジンなどで拭かないでく

ださい。
③汚れのひどいときは、水で薄めた中性洗

剤をご使用ください。



2. 定格および付属品
2・1. 定格

周波数範囲
電 波

M H  z  
型 式

アンテナインピーダンス

使 用 ？昆 度 範 囲

電 源
般

接 地 方 式

l OWタイプ
送信（最大）

f士
I首 受信（無信号時）
費 送信（最大）
電 D タイプ

受信（無信号時）

様 流 送信（最大）
S タイプ

受信（無信号時）
周 波 数 安 定 度
寸法（幅× 高さ× 奥行）（突起物含まず）
重 量

l OWタイプ
H  

送 L  
送 H  

D タイプ M 

出 L  
H  

部 力 S タイプ 加f
L  

TM- 7 41/7 41D/ 7 41S T M  841/841D/841S 
144MHz帯 430MHz 帯 430MHz帯 1200MHz 帯
144 ～146 430 ～440 430～440 1260 ～1300 

F3( FM)  
500 

20℃～＋60' C 
DC13. 8V ±  15 %( 11. 7～ 15. SV)  

マイナス接地
3. SA以下 4. 0A以下 4. 0A以下 6. 5A以下

1. 2A以下
7. 5A以下 8. 0A以下 8. 0A以下 6. 5A以下

1. 2A以下
11. 5A以下 10. 0A以下 10. 0A以下 6. 5A以下

1. 2A以下
±l Oppm以内 土 l Oppm以内 土3ppm以内
150× 50 × 175( TM 741の場合 150 × 50 × 160) mm

l OWタイプ1. 5kg それ以外1. 6kg 1. 6kg 
l OW 

約 l W 約 l W l W 
2 5W 2 5W l OW 
l OW l OW 
約2 W 約2 W l W 

5 0W 3 5W 3 5W l OW 
l OW l OW 
約5 W 約5 W l W 
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T 乱1- 741/741D/741S TM- 841/ 841D/ 841S 
144MHz帯 430MHz帯 430MHz帯 1200MHz 帯

変 調 方 式 リアクタンス変調
送 不 要 輯 昼す 強 度 - 60dB以下 - 50dB以下

最 大 周 波 数 偏 移 土5kHz
昔日 変調ひ ずみ （ 6  0  % 変調時） 3 %以下

マイクロホンインピー夕、ンス 6000 
;gz. 〈ι 方 式 ダブルスーパーヘテロダイン

;gz. ι  
中 問 周 波 数

10. 695MHz 21. 6MHz 21. 6MHz 59. 7MHz 
455kHz 

受信感度（ 1  2  d B  S I N  A D )  0. 16μV（ー 16dBμ ）以下
選択度 6  d  B  12kHz以上
選択度 6  0  d  B  24kHz以下 24kHz以下 36kHz以下

音日 ス ケ lレ チ 感 度 0.1μ V(  20dBμ ）以下
低周波出力（ 5  % ひずみ時） 2 W以上（80負荷）
低周波負荷インピーダンス 80 

J AI A（アマチュア無線機器工業会）で定めた測定法による。定格は技術発達に伴い変更することがあります。

2・2. 付属品
マイクロホン • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1  
D C電源コード（ヒューズ20A× 2、長さ 2m) .  .  .  1  
車載アングル • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1  
ネジセット .  .  .  • .  .  • .  .  • .  .  .  • .  .  • .  • .  .  • .  .  .  .  .  .  .  1  

平ワッシャー ＠ ・．．．．．．．． 4  
タッピンネジ ゆ－ . . . . . . . .  4  
六角セムスねじ φ  .  .  .  .  .  .  .  4  

六角スパナ乞二二二コ・・ ・・・・・・・・・・・・ 1  
6  

予備ヒューズ（15A)
操作早見表 • .  .  • .  .  • .  .  .  • .  .  • .  • .  .  .  • .  .  .  .  • .  .  • • .  .  • .  1  
保証書 .  .  .  • .  .  • .  .  .  .  .  .  .  • .  .  .  • .  .  .  .  .  .  .  • • .  .  .  • .  .  .  .  • 1  
取扱説明書 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  . . . .  ... 1  

ご注意
夕、ンボール箱などは、移動の際や、アフターサービスのご依
頼時などのために保管しておいてください。



3. 設置および接続
3・I. マイクロホンの取付けとバックアップ ・

スイッーチの設定（必らず電源は切ってください）

1. 前面パネルのリリースつまみを右にスライドさせる
と、パネルと本体を止めているロックがはずれま
す。右側からパネルを手前に引くと、パネノレ全体が
はずれます。（図1)
（パネルと本体の接続コードにご注意ください。）

2. 本体右奥にあるマイクロホン用のソケットに、マイ
クロホンコード先端のコネクタを、ストッパーがカ
チンというまで深く差し込んでください。

3. マイクロホンコードをホルダーの溝にはめ込みます
（図2）。

接続コード
に注意して
くださ L、。

マイクロホン用
ソケット

リリースつまみ 図1 図4

圃パックアップ・スイッチの設定 （図3)

前面パネル裏側のカバーの内側に時刻とカレンダー
のパックアップ・スイッチがあります。
パックアップ・スイッチをO Nにすると、電源を切って
も設定した日時はリセットされません。

4. 前面パネル裏側のカバーを外します。
5. 接続コードのコードブッシュ部を外します。
6. プリント基板のパターンに触れないよう注意しなが

ら、パックアップ・スイッチをO Nにします。
7. コードブッシュ部を戻します。
8. カバーを戻します。カチッと音がするまではめ込ん

でくださし瓦。（次ページにつづく）

前面パネ Jレの
裏側

コードブッシュ 図3
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9. 接続コードを溝にはめテープで押さえます。（図4)
10. パネルをもとに戻す前に、前ページ図2の左内側の

ぬき穴にパネル背面の爪を合わせてください。
11. 接続コードを挟まないように注意して、ロックが

完全にかかるまでパネルと本体をはめ合わせま
す。図lの矢印付近を押すと入りやすくなります。

続いて時刻とカνンダーを設定Lます（56バージ）。

3・2同車載アングルの取付け
1. 付属の 平ワッ

シャ ーおよび
タッピンネジ（各
4個）で、車載ア
ングノレを車体に
取り付けます。

2. 車載アングルとトランシーパーの取付け高さおよび
角度は、それぞれ2段階選べます。操作しやすい位
置を選んでください。

4 与 ~ 
8  

ご注意
L 取付け位置は、安全性、操作性を考慮して決めてください。
2. 振動で外れないように、しっかり取り付けてください。
3. 電源プラグは取付けが終わるまで接続しないでください。

3. 付属の六角スパナを使って、六角セムスねじを固く
締めます。

3-3. 接続

ヒューズ交換

ヒューズが切れた時は各コードがショートなどで損傷
していないかを確かめてから、指定容量のヒューズと
交換してください。

3- 3・1. アンテナについて
トランシーパーの性能は、使用するアンテナに大きく
左右されます。
本機の性能を十分に発揮させるために、正しく調整さ
れた良いアンテナを使用してください。
本機のアンテナインピーダンスは500です。
アンテナとの接続には、 8D- 2V、RG- 8/ Uなど、 500系
η同事由ケーフ、ルをご｛吏用ください。



アンテナとトランシーパーの距離が遠くなる場合は、
低損失の同軸ケーブル（8D- 2Vなど）をご使用くださ
い。また、同軸ケーブルとアンテナのインピーダンス
マッチングをとり、アンテナ給電部でS WR = 1.5以下
で使用してください。
S WRが極端に悪い場合、本機の保護団路が動作し、送
信出力が低下したり、 TVI , BCI の原因にもなります。

ご注意
火災、感電、人体への傷害、または機器への損傷にたいする保護
のために、避雷器をご使用ください。

3- 3・2. 車載
DC電源コードは、バッテリー端子に直接接続してくだ
さしユ。シガレットライタープラグは、電源の供給が不
安定で性能が保持できないことがありますので、おす
すめできません。

ご注意
1. ハイパワーでの送信時には大きな電流が流れます。必ず付属

のDC電源コードをお使いください。
2. ショート事故防止のため、バッテリーのマイナス端子にあら

かじめ接続されている線をいったん外し、取付け・配線完了
後、バッテリーのマイナス端子を接続してください。

3. ヒューズホルダーは、耐熱性のテープなどで巻き、水滴から
保護してください。

4. D Cコードのフィルタ一部分は、車の金属部分に直接接触しな
いよう、絶縁物を介して設置してください。

ご注意
本機の電源スイッチで電源をON/ OF Fしない場合は、パックアッ
プ・スイッチ（7ページ参照）を必ずONにしてください。 OF Fのまま
では、電源を入れても表示がつかない場合があります。

430MHz帯用

1200MHz帯用
( TM- 841系）

TM- 741の10Wタイプには

スピーカーの接続については、 19ページをご覧くださ
しユ。
背面にファンがある場合は、放熱のためのスペースを
必ずとってくださいの
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バッテリーは、プラス・マイナスの極性に注意して配線してくだ
さL、。

山 レ ー ム ← 占 一 客 室 内

トランシ
J てへ

／ 

D C電源コードが熱や水滴の影
響を受けない場所を選んで配
線し、しっかり固定してくだ
さい。

グロメットなどを使って、
D C電源コードが直接鉄板の
切り口に触れないようにし
てください。

シャーシの配線穴が小さい場合は、ヒューズホルダーを分解し
て通してください。

五孟三百 客室側

E 周二二二二
この状態にして通すロ

3-3-3. 固定局

ご注意
1. 電源を接続する前にトランシーバーおよびD C電源の電源ス

イッチをOF Fにしてください。
2 すべての接続が完了するまでD C電源のプラグを A Cコンセン

トに差さないでください。

10 

’ ァンはTM- 741のl OWタイプには
l いていません。

用滞
系

z
H
I
 

H
4
M
 

m用

ω
M

必
帯
四
何

PS  32 
背面にファンがある場合は、放熱のためのスペースを
必ずとってください。スピーカーの接続については、
19ページをご覧ください。
. DC安定化電源
固定局運用には13. SVの直流電源が必要です。
DC安定化電源は下表のものをご使用ください。

モデル 電流容量
TM- 741 4 A以上
TM- 841 7 A以上

T 乱1-741D/841D/841S l OA以上
TM- 741S 12A以上



4. 操作
4・1. 各部の名称と機能
4・1・1. 前面パネル

イラストレーションは TM- 741です（以下同）。

MR / Mキー
押すとメモリーチャンネルモードとなり、向調つま
みでメモリーチャンネルが変わります。
1秒以上押し続けるとメモリーチャンネルスキャンを
開始します。

F、キー：表示中の周波数が、同調つまみで選ん
だメモリーチャンネルに書き込まれます。

MHz / L OCKキー
V F Oモードの時押すと、 l OOkHz以下の周波数表示が
消えます。この聞は、同調つまみまたはマイクロホ
ンのU P / D WNスイッチで、周波数を1MHzステップ
で変えられます（MHzモード）。
10秒経っか、いずれかのキーまたは P T Tスイッチを
押すと解除されます。

V F O／乱4 砂 V キー
押すとV F Oモードになります。同調つまみで周波数が変えられます。
1秒以上押し続けると、バンドスキャンを開始します。

F、キー：メモリーチャンネルやコールチャンネルの内容がV F Oモードに
移ります（メモリーシフト）。

F、キー ： F キーを押してから各キーを押します。各キーの下の表
示（M ’  V 、M、またはL OCK）が赤く点灯します。

同調つまみ

K E NWOOD 

P O羽TERスイッチ
押すとーO N－ 表示が点灯し、約 1
秒後にバンド表示になります。

F M MULT1BANCI E同 TM- 741

RE~ CJ按 ':,8 副官暗 ':,8 三~~副官 :P.9.9 :Jg巴,l',/'F

昂 B.B.:B.B.~ 居 B.B.:B.B.~ /BB B.B·B.B.~ 管
事88軍軍！？凹哩1！！！！開望88望書里！！＂＇！＂＇！！！！！開事 88軍曹！＂＇！＂＇！唖 1開聖書

リリースつまみ
F、キー・前面パネルのF キーを除く全てのキーお｜｜各種の周波数、メモリーチャンネルの設｜｜右にスライドさせると前面パネル
よび同調つまみは動作しなくなります。（マイクロホ｜｜定およびスキャンの方向を変えるために｜｜のロックがはずれます。内部にマ
ンのキーは動作します。）再び繰り返すと解除きれま｜｜使います。 ｜｜イクロホン端子があります。
す。
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CAL Lキー
コールチャンネルが
ON/ OF Fします。
1秒以上押し続けるとコー
ルスキャ ン を開始しま
す。
F、キー：表示中の周
波数がコー Jレチャンネル
に書き込まれます。

BE L L /  A C Cキー
ベル機能をON/ OF Fさせます。

F、キー ( TM- 7 41/741D/7 41S) 
144MHz帯を操作中は、 439MHz帯
のレピーターデュアル受信機能が
O N  I  OF Fします。

RE V /  S T E P キー
シフト中またはスプリットメ
モリー動作中に、送・受信周波
数が反転します。

F、キー： 動作中の周波数
ステップが表示されます。表
示中は同調つまみで周波数ス
テップを変更できます。

L OW/  DI Mキー
送信出力がH/ M/ Lに切り換わり
ます。（TM- 741 I  841 と 1200
MHz帯はH/ Lのみ）

F、キー．ディスプレイ照
明切り換えモードになり、同
調つまみで明るさが4段階に切
り換わります。

F、キー

12 

Fキー
キーの 2つめの
機能を働かせる
キーです。

T ONE /  SHI FTキー
TSU- 7（オプション）を取りつけると
押すたびにT 、CTCSS、OF Fに切り
換わります。

F、キー；受信周波数に対して送
信周波数をシフトさせます。
シフト幅 144MHz帯士600kHz

430MHz帯± 5MHz
1200MHz帯土 20MHz

DT S S  /  AL Tキー
周波数に応じた音階がでます。

DTU- 2 （オプション）を組み込むと押すたびに
DT S S、ページング、 OF Fに切り換わります。

F、キー :  ( T M 841/841D/841S)  
1200MHz帯を操作中は、受信周波数を相手の送
信周波数に微調整するA L T機能がO N I  OF Fしま
す。

MUT E /  A B Cキー
受信専用パンドの音
量をきげます（約一
20dB）。

F、キー ．信号 が
入ったバンドを自動
的に送信バンドにす
る A B C機能が O N I  
OF F します。



：操作バンド：
J キー操作できるバンド。

：送信バンド：
:  PTTスイッチを押すと送信
；できるバンド。

S QLつまみ
時計 方向に回し
て 、無信号時の
ザーという音を消
すスケルチ動作に
使います。

操作バンド表示
緑色が点灯しているバンドがキー操作できるバンドです。

C ONT  S E Lキー（押す）
キー操作できるバンドが、このキーを押したノマンドに移ります。
（送信バンドも変更する場合はB A ND SELキーを使用してください。）

一一一一一一一一一ー一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一ー一一ーーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一．

:  TM- 741系； 144MHz帯 430MHz帯時計バンド

:  TM- 841系：時計バンド 430MHz帯 1200MHz帯 ； 

一回〈ハ
VOLつまみ（回す）
音量が変わります。

B A ND S E Lキー（押す）
送信できるバンドとキー操作できるバンドが同時に、このキーを押し
たバンドに移り、 P T T表示が点滅します。

13 



・パネル表示のないファンクションの操作・Fキーを1秒以上押しキーの上／下の表示が点滅し
てから、各キーを押す。

キー操作 機能 ページ

Fl秒、 VFO スキャン再開条件
P. 34 4  5-2 

切り換え TO/CO

Fl 秒、 MR メモリーチャンネル
ロックアウト

P. 38 4-5』10

Fl秒、 MHz オートパワーオフの
ON/OFF P. 52 4-11 

Fl秒、 CALL プログラマフツレVFOの下限
P. 22 4-2『4

周波数設定

Fl秒、 BELL プログラマフツレVFOの上限
P. 22 4-2-4 

周波数設定

Fl秒、 TONE トーン周波数設定モード P. 40 4-6-4 

Fl秒、 REV ビープ音の音量切り換え P. 53 4-13 

Fl秒、 DTSS DTSS／ページングのコード P. 43 4-8-2 
設定モードのON/OFF P. 46 4-9-2 

Fl秒、 L OW タイム・アウト・タイマー
設定モードのON/OFF P. 26 4-3-3 

Fl秒、 マイクロホン端子から受信
P. 15 4-1-2 CONT S E L  検波出力するバンドの選択

Fl秒、
ノTンドのON/OFF P. 23 4-2-6 BANDS E L  

14 

－  Fキーを押しながら、各キーを押す。

キー操作 機 L目内P巳勺 ページ

F +VFO プログラムスキャンの下限
P. 35 4-5-4 

周波数設定

FートMHz プログラムスキャンの上限
P. 35 4-5-4 

周波数設定

F十MR メモリ←クリア P. 33 4-4-8 

F +TONE BANK状況を表示 P. 30 4-4-7 

DTSSディレイタイムの
F十DTSS 切り換え P. 44 4-8 4  

F + L OW メモリーコレクションの
ON/OFF P. 30 4-4-7 

F +MUT E  ACCONの時MUTEを解除 P. 41 4-6 5  

F十CONT S E L オートメモリースキャンの
ON/OFF P. 37 4-5-9 

F十BANDS E L メモリーパンククリア P. 33 4-4-8 

F十PTT T Xアラート P. 25 4-3-2 

・各キーを押しながら、パワーをONにする。

キー操作 機 能 ページ
MR +  

パワーON メモリーリセット P. 27 4-4-2 

F+BANDSEL バンドごとの
P. 27 4-4-2 

＋パワーON メモリーリセット



キー操作 機能
V F O+  

V F Oリセット
パワーON・

VFO+BAND SEL バンドごとの
＋パワーON V F Oリセット

MH z +  L OCK時

パワーON A L L  L OCKのON/ OF F

C A L L +  パフォーマンスモードのO N
パワーON ( OFFはV F Oリセット）

F + B E L L +  
ベル音の選択

パワーON
F + T ONE +  

時刻の設定
パワーON

F + DT S S +  
DT S Sキーの” 周波数を音で

パワーON
現す機能” を、マイクロホン
のキーに移します。

F + L OW+  2 8MHzのナロ一切り換え
パワーON （送信のみ）

ページ

P. 28 4-4-2 

P. 28 4-4-2 

P. 54 4-15 

P. 38 

P. 52 4-10 

P. 56 5-1-2 

P. 54 4-14 
P. 66 7司3-1

P. 22 4-2-4 

4・1・2. マイクロホン

7毛
⑥ ⑤ 

①②U P / OWN（アップ／ダウン）スイッチ
送受信周波数、メモリーチャンネル、周波数ステップ、トー
ン周波数をアップまたはダウンさせるスイッチです。押し続
けると連続して変化します。また、スキャンの方向が選択で
きます。

③P T T（プッシュ・トゥ・トークスイッチ）
押している問、送信状態になります。
また、スキャン、周波数ステップの選択、トーン周波数選択
中にこのスイッチを押すと、その動作が解除されます。

④L OC Kスイッチ
P T Tスイッチ以外のマイクロホンのすべてのキーは動作しな
くなります。（本体のキーはロックされません）
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⑤P F（プログラマプル・ファンクション）キー
本体前面パネルのA表のキーを押しながら POWE Rスイッチを入
れると、このPFキーはそのキーの動作になります。
V F Oリセットすると解除されます。（P.28参照）

こ
ムιラ

。

一Hノ
ス
》

叶
ロ
れ

町
プ
さ

3
－Ol－
咽
一
司
耳

T
I

C
－
＠
品
開
一
回

EM－
－

て
O
品
”
＼
＼

①本体のキーを ②Power  O N  
押しながら

PFキーの初期設定は周波数バンドのBAND SELキーです。
A表 （プログラマプル・ファンクション）

MHz  
BEL L  
T ONE  
RE V  
DTSS  

L OW キー
MUT E  キー
各CONT S E L キー※
各BANDS E L キー※

一一一一一

キ
キ
キ
キ
キ

※  マイクロホンのキーに設定したCONT SELキー・BAND SEL 
キーは、順送り動作になります。また 1秒以上押しつづけ
てもスキャンはしません。
時計バンドのBAND SELキー／CONT SELキーはPFキーに
は設定できません。

モニターキー
F キーを押しながら POWE Rスイッチを入れると、 P Fキーはモニ
ターキーになり、押すたびにモニターがON/ OF Fします。
モニターをONにしたまま、別の操作をするときはいったんモニ
ターをOF Fにしてから行ってください。
モニター： スケルチ動作を解除する機能です。
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⑥CAL Lキ一、 V F Oキ一、 MR / Mキー
初期芦定は本体前面パネルのCAL Lキー（P.12）、 V F Oキー
(P.10）、 MR / Mキー（P.10）と同じです。
これらのキーを押しながら POWE Rスイッチを入れPF2-4表示が
点灯している聞にB表のキーを押すと、そのキーは押したキー
の動作になります。
( PFキーもこの方法でプログラムできます。）
V F Oリセットすると解除されます。（P.28参照）

②電源を入れると
下記の表示

①MR / Mキー…. . . ・ H ・－－…・. . .・ H ・－ －……………・P F 2
またはV F Oキー…. . . . . ・ H ・.....・ H ・－…...・ H ・－－… ・・・PF3
またはCA L Lキーを…・・・……. . . ・ H ・－ －………… ・PF4
押しながら

B表 （プログラマプル・ファンクション）

MHz  キー F、MHz キー
BEL L  キー F、BEL L キー
T ONE  キー F、T ONE キー
R E V  キー F、RE V キー
DTSS  キー F、DTS S キー
L OW キー F、L OW キー
MUT E  キー F、MUT E キー

F、キー： Fキーを押してから各キーを押す。



・マイク端子の接続
（セットの正面より見た図）

S T B Y  ( PTT)  
GND 

SC :  DCSVl OOmA max.  
U P  

｜受信検波出力（RD）端子の出力パンドの選択

受信検波出力端子の出力は操作バンドに設定されてい
ます。 F キーを 1秒以上押して F 表示が点滅している聞
にCONT SELキーを押すと、押したバンドに固定でき
ます。固定されているときは、そのバンドの l OOkHzの
ドットが点灯します。

富市.aaa '-113a.aa 10吋5

受信検波出力表示
そのバンドの l OOkHzのドットが点灯します。

4・1-3. ディスプレイパネル

①Gi n.  送信バンドを示しますo

②ー ＋ 受信周波数に対する送信周波数の＋ を示します。
送・受の周波数が同じ時は表示しません。スプリッ
トチャンネル中はー＋が、同時に点灯します。

③R E V  リパース動作中であることを示します。
④ C T C S S  TSU- 7（別売）をつけた時：トーンスケルチ動作の時点

｜ 灯します。
L 一一一一一一トーンがO Nの時点灯します。

⑤D T S S  DTU- 2（別売）をつけた時：DT S SがO Nの時点灯しま
す。

⑥c o  スキャン再開条件がキャリア・オペレートのとき点

⑦~ 
灯します。
ベルがO Nの時点灯します。信号を受信すると、点
滅になります。

⑧：ssBBBBs 送・受信周波数、周波数ステップ、トーン周t 波数一一。MH zスキャン中は点滅します。
受信検波出力が固定されているとき点灯します。
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一＋ C T C S S  c o  - +  e_, : : css c o  .... m 面’ - +  C T C S S  C O  rr:, O N  
R E V  O T S S  £"J  R E V  D T S S  £"J  R E V ロT S S ぷ：） l 二」 O F Fffi B~~B.~ ~ 88:"B.B.~ ~ B~ ；！ B~ 乎

切 g 鞭 F 型 l 哩！~開事 88 鞭 F 型！哩！~開問 g 鞭 F 閉山！~開時！

⑨園 Fキーが押されているとき点灯します。
Fキーが1秒以上押されたときは点滅します。

⑩ ＊88 動作中のメモリーチャンネル番号を示します。
ロックアウト中は合が点灯します。
コールチャンネル中は、 C表示になります。

PB ページングモードを示します。
「一一一一一スケルチが開いている時点灯します。

。唾型 1 凹•！！！ ill! 受信時はSメータ一、送信時はR Fメーターになりま

⑫困
⑬ L  M 

18 

す。
送信中点灯します。
送信出力がLow/ Medi umであることを示します。表
示なしはHi です。

⑪ ‘ E !圃砂 1200MHz帯のみ. AL TがO Nの時点灯します。
」一一一ームー28、50MHz帯のみ．アッテネータがO Nの時点灯し

ます。
⑮「司 O N タイマー使用中点灯します。

~OFF 

⑬ S L E E P  
⑪ L O C K  

A . L OC K  
⑬ A P O  
⑬ T O T  
@ A. B. C.  
@ MU T E  
@ A C C  

スリープ・タイマー使用中点灯します。
L OCKがO Nの時点灯します。
A. L OCKがO Nの時点灯します。
オート・ノf ワー・オフがO Nの時点灯します。
タイム・アウト・タイマーがO Nの時点灯しますn

A B CがO Nの時点灯します。
ミュートがO Nの時点灯します。
レピーターデュアル受信中点灯します。



4-1・4. 背面と側面

① 1144MHz帯用
① f  ( TM- 741系）

[  430MHz帯用
① I  1200MHz帯用

( TM- 841系）

ij~k 

144MHz帯用
( T M 741系）
430MHz帯用
1200MHz帯用
( T M 841系）

T M・741( 10Wタイプ）にはファンはありません。

①アンテナ端子
指定のコネクターで、インピーダンス500のアンテナに接続して
ください。

144 MHz帯、 430 MHz帯 M型コネクタ一、
1200 MHz帯 N型コネクター）

②電源コネクター
付属のD Cコードを介して、 13. SVの直流電源に接続してくださ
い。 D Cコードは、赤が＋極、黒が一極です。

③ヒ斗ーズホルダー
ヒューズは15Aです。

④外部スビーカー用端子 （背面）
インピーダンスは80です。
接続したバンドの受信音を外部スピーカーに切り換えます。
（トランシーパー内蔵のスピーカーからは、そのバンドの音は出
ません）

例背面の430MHz帯端子を使用した場合

⑤外部スビーカー用端子 （側面）
インピー夕、、ンスは80です。
トランシーパー内蔵のスピーカーの音声を、外部スピーカーに
切り換えます。
（トランシーバー内蔵のスピーカーからは音は出ません）
例背面の430MHz帯端子と側面の端子を使用した場合

4 MHz帯（TM- 741系）
吐Hz帯

Hz帯

TM- 741( 10Wタイプ）にはファンはありません。

外部スビーカーはSP- 50BまたはSP- 41をお薦めします。
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4・2. 受信
4・2・1. 受信

1. 下図のようにつまみおよびスイッチをセットしてく
ださい。

お~－~ ~ 3[ ]  [] [] I  0ザ5

Qf8i i i l 2? 
｜⑥⑪⑪⑪｜止

TM- 841系

各VOLつまみ :  POWE Rスイッチ OFF 
・反時計方向いっぱい

各S QLつまみ
:  （固定局の場合）
:  D C電源の電源スイッチ OFF  

．反時計方向いっぱい
図1

2. ( DC電源の電源スイッチに続いて） トランシーノてーの
P O羽TERスイッチをO Nにすると－ O N－ 表示になり、
約1秒後に各表示が現われます。
ディスプレイパネノレの表示が初期設定値（時計は現在時
刻）になっていない場合は、メモリーをリセットして
くださしユ。
（メモリーリセット 27ページ）

以下6番までは各バンドごとに行ってください。

20 

lバンド切り換え

ii帯型吋33[ ]  [] [] 

Q18i i 宮 Iキ
100 包 Dσ 「－~

I［］：吋5

:  CONT  S E Lキー
iキー操作するバンド（以下
：操作バンド）の切り換えは
：希望のバンドの CONT S E L  
！キーを押します。

:  B A ND S E Lキー
：送信するバンド（以下送信
l バンド） も切り換えるときは
:  B AND S E Lキーを押します（操
：作バンドも一緒に移ります）。

3. 希望のバンド の C ONT S E L キーまたは B A ND
S E Lキーを押して操作バンド表示を緑色にします。
V OLつまみを回すとノイズまたは信号が聞こえてき
ます。聞きやすい音量にセットしてください。

4. 同調つまみで信号のない周波数を選びます。
5. S QLつまみを回してノイズカ汁自える点 （スレッシヨル

ドポイン卜） にセットしてください。
6. 希望の受信周波数にセットします。信号が入ると

BUS Y表示が点灯し、 Sメーターがふれます。
7. 電源を切る時は、トランシーパーのP O羽TERスイッ

チ、つづいてD C電源の電源スイッチをOF Fにして
ください。



4-2-2. 周波数の選択
各バンドともに送・受信周波数は、 V F Oモード時に選択
できます。選択された送・受信周波数は、メモリーチャ
ンネノレとコールチャンネルにメモリーできます。
（メモリーチャンネル 29ページ、コールチャンネルの書き換え 30 
ページ）

1. V F Oキーを押してV F Oモードにします。
2. 同調つまみ、 MHz キー ま たはマ イ クロ ホンの

UP / DWNスイッチで希望の周波数にします。

モードの切り換え
V F Oモード、メモリーチャンネルモード、コールチャ
ンネルモードは次図のキーで切り換わります。

V F Oモード

MR  VF O VF O 
4 盟旦ー

メモリーチャンネル I  .... ←ー－－－ I  CAL Lチャンネル
モード I  CAL L  I  モード

4・2-3. 周波数ステップの選択
周波数ステップは、 20kHzに初期設定されています。
下記の手順により変更出来ます。
1. V F Oキーを押してV F Oモードにします。
2. F キーを押します。 F 表示が10秒間点灯します。こ

の聞にREV/ STEPキーを押します。

3. 現在の周波数ステップが表示されます。

Gむ .. 
l吋s.ooo - 2 0  10：刊

R  
S T E P 

4. 同調つまみを回すか、マイクロホンのU P / D WNス
イッチを押して希望の周波数ステップを選んでくだ
さい。周波数ステップは下記のとおりです。

ステップ［kHz] 5写主 10詳 15手 20戸 12.5己 25手
144MHz帯（TM- 741系） 。。。。×  ×  

430MHz帯 。。。。。。
1200MHz帯（TM- 841系） ×  。×  。。。

（。初期設定）

5. 設定後10秒経っか、または前面パネルのいずれかの
キーを押すと、 V F Oモードに戻ります。

12. 5kHz・25kHz と、その他のステップを切り換えた場合の周波数補
正は、下表のとおりです。

5,10,15,20から12.5,25へ
0, 5, 10, 15 

20, 25, 30, 35 
40, 45, 50, 55 
60, 65, 70, 75,  
80, 85, 90, 95 

o一部一閃一月

例 439. 920MHz で運用中、 20kHz ス
テップから 12. 5kHzステップに切り換
えると、 439. 925 MHz になります。

12.5,25から5,10,15,20へ。 。
12. 5 10 
25 20 
37. 5 30 
50 50 
62. 5 60 
75 70 
87. 5 80 
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4-2-4.  プログラマブルVFO
V F Oモードの可変範囲を、 MHz単位で、任意にプログラ
ムする機能です。設定は操作バンドごとにおこなって
ください。

1. V F Oキーを押してV F Oモードにします。同調つまみ
等で希望する下限の周波数を設定します。
例 432MHz台を希望する場合は432. 000～432. 995いづれでもよ

2. Fキーを1秒以上押し続けます。ディスプレイパネル
にF表示が点滅します。

3. この間（10秒）に、 CAL Lキーを押します。 F表示は消
え、下限の周波数が設定されました。

G量〉 .. 
l秒以上 I  :'15.llllll 腎256  [l ta:'-15 
§  

4. MHzモード等で希望する上限の周波数を設定しま
す。（MH zモード 11ページ MH zキー参照）

例. 435MHz台を希望する場合は435. 000～435. 995のいづれでももよ

5. Fキーを1秒以上押し続けます。ディスプレイパネル
にF表示が点滅します。
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6. この間（10秒）に、 BE L Lキーを押します。 F表示は消
え、上限の周波数が設定されました。

0 0  .. 
l秒以上 /'{ 5.[][] [] ~ 5.56 [] I  []:'-15 
§  

7. 同調つまみを回して、 V F Oモードで変えられる周波
数範囲が、設定したとおりになっていることを確か
めてください。

8. 各バンドのプログラマブルV F Oを解除するには、電
源を切り、 V F OキーとそのバンドのBANDS E Lキー
を押しながら電源を入れます。
全バンドのプログラマフツレV F Oを解除するには、電
源を切り、 V F Oキーを押しながら電源を入れます。
( VFOリセット 28ページ参照）



4・2・5. A. B. C（オート・バンド・チェンジ）

受信専用バンド（送信バンドでないバンド）に信号が入ると、
そのバンドが送信バンドになる機能です。
1. F キーを押します。 F表示が10秒間点灯します。この

間にMU T Eキーを押します。
ディスプレイパネルにA. B. C表示が点灯します。

⑥
山
一
⑪

国民5. 000 可33000 :a：ザ5

2. 受信専用バンドに信号が入ってスケルチが開くと、
P T T表示が移動し、そのバンドが送信バンドになり
ます。（T XアラートがONのときは送信バンドの音が鳴ります。）

1<15.000 ~3000 :a・ザ5
望！＼！＇11旦＇！型＇！司 II

3. 

送信すると 11 送信しないと I I BA弘空Leet- 一

A. B. C は解除 信号がなく A. B. C は解除
され、送信パ なって2秒後 されます。
ンドのままに に受信専用
なります。 バンドに戻

ります。

4・2・6. ／＂＼ンドの ON/ OF

1. F キーを 1秒以上押し F 表示が点滅したら、 OF Fに
するノ f ンドのBANDS E Lキーをt甲します。
カレンダー表示が点灯します。（1991年7月29日）

官。
• 

宙科5. 000 7.29 
g  /  

10－・ザ5

2. もう一度B A ND S E Lキーを押します。 10秒間－ OFF-
表示が点灯したのち、そのバンドの全表示が消え
ます。。 」’

:a：可5

• 
型竺 I0:'-/5 

3. もとの表示に戻すには、再びF キーを 1秒以上押し
てからBANDS E Lキーをt甲します。
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4 ”2・7. AL  T( Aut o Lock Tuni ng)  
1200MHzバンド（TM- 841系）のみ

受信周波数と、相手局の送信周波数にずれが生じる
と、歪や雑音が感じられます。このような場合にA L T
機能を動作させると、自動的に受信周波数を補正しま
す。受信周波数を補正しても、周波数表示は変わりません。

1. CONT  SEL キーまたは BAND SEL キーを f甲して
1200MHzバンドを操作バンドにします。

2. Fキーを押しF表示が点灯（10秒間）している聞に
DTSS / AL TキーをF甲します。

3. A L T表示が点灯し、 A L T機能が動作していることを
示します。

G量〉
I  0:'-15 吋33000 ，啓5. 000AL T  

~ 

組周波「が低い 戸田氏送信関ナ。

矢印は、受信周波数を基準にした、相手局の送信周波数のずれの
方向をします。

4. 再びFキーを押して、 DT S Sキーを押すと、 A L T機能
は解除され、 A L T表示も消えます。
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4- 2・8. アッテネーター（AT T）のON/ OF F
28MHzバンド、 50MHzバンドのみ

（各バンドともにオプションの組み込みが必要です。）

強力な電波を受信すると、 S メータが振り切れたり、
音が歪むことがあります。このようなときにはアッテ
ネーターをO Nにして、受信入力を減衰させてくださ
し＝。
1. CONT  SELキーまたは B A ND SEL キーを押して

28MHzバンドまたは50MHzノマンドを操作バンドにし
ます。

2. F キーを押し F 表示が点灯している（10秒）聞に、
DT S S キーを押します。
アッテネーターのON/ OF Fが交互に切り換わり、 ON
のときは、周波数表示の左肩に 4 b が点灯しま
す。

.... 
ー’ nu仙一g

剛一

－LJ
剛一

0
4
圏一



4-3. 送信
4-3-1.  送信

ご注意
1 送信する前に、低SWR( l . 5以下）のアンテナが接続されている

ことを確かめてください。
2 送信する前に必ずその周波数を受信し、他局が交信していな

いことを確かめてください。
3. ハイパワー・で長時間送信すると、機器の温度が上昇し、故障

の原因となることもありますので、ご注意ください。
4. 1200MHz帯のみ

移動する局として免許を受けたアマチュア局が常置場所以外
で電波を発射する場合、空中線電力は l W以下に制限されてい
ます。 L O Wキーを押して、送信出力を L O Wに切り換えてく
ださい。

1. 送信する周波数帯のBAND SELキーを押して、 P T T
表示をそのバンドに点灯させます。 P T T表示のない
バンドは受信専用です。
（例 430MHz 帯）

I可s.aaa 宅1aaa :a.・朽

2. 同調つまみ等で希望の周波数を設定します。
3. マイクロホンのP T Tスイッチを押します。 ON AI R 

表示がつき、 R F メータが点灯します。

4. マイクロホンに向かつてお話しください。
マイクロホンとくちもとの間隔は 5cm位が適当です。声が大きす
ぎたり、マイクロホンに近づきすぎると、送信信号が大きくひず
みます。遠すぎると弱くて聞きとりにくくなります。

5. P T Tスイッチをはなすと、受信状態に戻ります。
ON  AI R表示が消え、メーターはSメーターにかわ
ります。
送信中も他のバンドは受信しています。
ご注意
受信周波数が送信周波数の3倍の時など、自局の送信信号が入感
することがあります。
（例、送信周波数144. 600MHz，受信周波数433. 800MHz)

4- 3・2. T Xアラー卜
P T Tスイッチを押した時、バンドごとに音階の異なる
ビープ音を鳴らすことが出来ます。どのバンドを送信
しているのか耳で確認できます。
T Xアラート機能のO N I  OF Fは、 F キーを押しながら
P T Tスイッチを押します。
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4-3-3.  タイム・アウト・タイマー（TOT)

タイム・アウト・タイマーは、連続送信によるトラブル
を防止するため、一定時間で送信を強制的に解除する
機能です。
制限時間は、 3、5、10、20、30 またはOF F （制限なし）
です（単位分）。（初期設定はOF F。）

1. F キーを1秒以上押します。
2. F表示が点滅したら、 L OWキーを押します。タイム・

アウト・タイマー設定モードになり現在の設定時間が
表示されます。

Gむl秒以上
.. 

内竺 30 ）
 

γ
 

F『
d

H
1
 

nu @ 

3. 同調つまみで制限時間を選ぶと、 T OT表示が点灯し
ます。（制限時聞がOF Fの時は、 T OT表示は点灯しま
せん。

4. いずれかのキーを押すと、タイム・アウト・タイマー
が設定されます。

送信中にタイム・アウト・タイマーが作動すると、ビー
プ音が鳴り受信状態に戻ります。
再度送信するにはP T Tスイッチを押します。
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4- 3- 4 送信占有周波数帯域幅の
NARROW切 り 換 え （28MHzバンドのみ）

28MHz帯はバンド幅がせまいのでナローでの交信をお
薦めします。
Fキーと L OWキーを押しながら電源を入れます。
送信時のワイド（ノーマノレ）とナローが交互に切り換わ
り、ナローのときは、周波数表示の先頭に nが点灯し
ます。

nu醐一
nu剛↑

E
ζ
J
m
 

g
明

『

J
L

A
リ

ナロー表示

・運用にあたってのご注意電波を発射する前に
日本アマチュア無線機器工業会（J AI A)

ハムバンドの近くには、多くの業務用無線局の周波数があり運
用されています。これらの無線局の至近距離で電波を発射すると
アマチュア局が電波法令を満足していても、不測の電波障害が発
生することがあり、移動運用の際は十分ご注意ください。特に次
の場所での運用は原則として行わず必要な場合ほ管理者の承認を
得るようにしましょう。 民間航空機内、空港敷地内、新幹線車
輔内、業務用無線局及び中継局周辺等。
参考
無線局運用規則第9章アマチュア局の運用（発射の制限等）
第258条アマチュア局は、自局の発射する電波が他の無線局の
運用又は放送の受信に支障を与え、若しくは与えるおそれがある
ときは、すみやかに当該周波数による電波の発射を中止しなけれ
ばならない。 以下略



4・4. メモリー
4・4・1. メモリーの保持
メモリーの保持は、内蔵のリチウム電池で行なってい
ます。従って電源スイッチを切ってもメモリーは保持
されます。
前にメモリーした周波数が消えて初期設定値になるよ
うでしたら、リチウム電池の寿命（約5年）です。ご購入
店または当社サービスセンターで電池を交換してくだ
さい（有料）。

4-4・2. メモリーの初期設定値とリセッ卜

初期設定値（工場出荷時）
144MHz帯

430MHz帯
1200MHz帯

TM- 741系 TM- 841系

V F O周波数
メモリーチャンネル1の周波数 145. 000 433. 000 1295. 000 

コールチャンネル周波数 MHz  MH z  MHz  

V F O周波数ステップ 20kHz  20kHz  20kHz 

トーン周波数 88. 5Hz 88. 5Hz 88. 5Hz 

リセットは、メモリーリセット、 V F Oリセットがそれ
ぞれ全バンドまたはバンドごとにできます。
ご注意
1. リセット操作は中断しないでください。
2. 表示がおかしい場合は再度リセットをおとなってください。

．メモリー・リセット
メモリーチャンネル、 V F O等すべてのデータが初期設
定値になります。

・全メモリーのリセット
1. パネルの電源スイッチをOF Fにします。
2. M Rキーを押しながら、パネルの電源スイッチをO N

にします（電源スイッチは確実に O Nにしてくださ
い）。約1秒後に表示が全点灯します。

3＿表示が全点灯していることを確認してからM Rキー
をはなします。
表示は初期設定値になり、 TM- 741系は144MHzバン
ド、 TM- 841系は430MHzバンドの P T T表示が3回点
滅し確認音が鳴ると、リセットは終了します。

・バンドごとのメモリー・リセット
1. パネルの電源スイッチをOF Fにします。
2. F キーと B AND SELキーを押しながら、パネルの電

源スイッチをO Nにします。約1秒後にそのバンドの
全表示が点灯します。

3. 表示が全点灯していることを確認してから 2つの
キーをはなします。
表示は初期設定値になり、送信バンドのP T T表示が
3回点滅し確認音が鳴ると、リセットは終了しま
す。
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. V F Oリセット
メモリーチャンネル1～100、CAL Lチャンネノレ、ペー
ジング・メモリーを除いたすべてのデータが初期設定値
になります。

・全バンドのV F Oリセット
1. パネノレの電源スイッチをOF Fにします。
2. V F Oキーを押しながら、パネルの電源スイッチを

O Nにします（電源スイッチは確実にO Nにしてくだ
さい）。

3. 表示が点灯したことを確認してから V F Oキーをはな
します。
表示は初期設定値になり、確認音が鳴ってリセット
は終了します。

．ノてンドごとのV F Oリセット
1. パネルの電、源スイッチをOF Fにします。
2. V F Oキーと B A ND S E Lキーを押しながら、パネルの

電源スイッチをO Nにします（電源スイッチは確実に
O Nにしてください）。

3. 2つのキーをはなします。
表示は初期設定値になり、確認音が鳴ってリセット
は終了します。

4・4-3. メモリーチャンネル
メモリーは各バンドごとに 100チャンネルあり、それ
ぞれ20チャンネルづっ5パンクに分かれています。

B A NK  1  :  1  ～ 20チャンネル
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B A NK  2  
B A NK  3  
B A NK  4  
B A NK  5  

21 ～40チャンネル
41 ～ 60チャンネル
61 ～ 80チャンネル
81 ～ 100チャンネノレ

（メモリーチャンネル100の表示は00です。）
(4-4-7 メモリーパンク 30ページ）

4-4-4.  メモリーの内容
メモリー出来る内容は下記のとおりですco：メモリー出来
る、×：メモリー出来ない）。

通常のチャン スプリットチャ
ネJレの場合 ンネルの場合

受信周波数 。 。
送信周波数（※） 。

*  トーン（CTCSS）周波数 。 。
*  トーン（CTCSS) ONI  OF F  。 。
な V F O周波数ステップ 。 。
*  シフト（S，＋，一．）（※） 。 ×  

*  RE V  ON  / OF F｛※） 。 ×  
- t . DTSSコード、 DTSS ON  / OF F  。 。
＊最リ後一に番骨号作したページングの
メモ 。 。
（オプションDT U・2を装着した時）

（※）送信周波数をメモリーすると、受信周波数に設定されていた
『シフトの状態』と『リパースのON/ OF F』はメモリーから削
除されます。



4-4-5. メモリーの書換え
・通常のメモリーチャンネルの場合
1. 同調つまみ等で希望の受信周波数を選びます。

必要に応じてトーン等のデータ（前頁の表の交のデータ）を設定します。
2. Fキーを押します。 F表示と最後に操作したメモリー

チャンネル番号が点灯します。

• 。重〉 ,'{s.aaa 唱3600 :a: ザ5

3. F表示が点灯している間（約10秒）に、同調つまみまた
はマイクロホンのUP / DWNスイッチで希望のメモ
リーチャンネルを選びます。（例. 5CH)。 • 

t' {S.000 宅3600 :a：ザ5

4. メモリーチャンネノレ選択後10秒以内にM Rキーを押
します。書き込み前のモードに戻って、メモリー
チャンネノレの書換えは完了します。

．スプリット・メモリーチャンネルにする場合
1. 同調つまみ等で希望の受信周波数を選びます。
2. Fキーを押します。 F表示と最後に操作したメモリー

チャンネル番号が点灯します。
3. F表示が点灯している間（約10秒）に、同調つまみまた

はマイクロホンのUP / DWNスイッチで希望のメモ
リーチャンネルを選びます。

4 メモリーチャンネル選択後10秒以内に、 M Rキーを1
秒以上押し続けます。
一＋表示が点灯し送信周波数設定モードになりま
す。
(  M円、、B、祖，E

1秒以上

• 
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5. 送信周波数の設定
同 調 つ ま み 等 で 送 信 周 波 数 を 設 定 します。
（例. 432. 600MHz)。 • 
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nu 

nu 
rコuτ :a: ザ5

6. M Rキーを押します。スプリットチャンネルの設定
は完了します。

7. スプリットチャンネルの確認
メモリーチャンネルモードにしてスプリットチャン
ネルを呼び出します。受信周波数と一＋表示が点灯
します。

＠ • 
nu
一

nu
↑
 

＋
，
L
U
一

一
可
Z
，

a
－コ
JEd

函
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E

白
nu 

nu 
nu 

rコuτ :a斗5
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8. R E Vキーを押して、送信周波数を確認します。

ご注意
スプリットチャンネルの受信周波数を書き換えると、前にメモ
リーしてあった送信周波数はクリアされます。

．コールチャンネルの書き換え
1. 同調つまみ等で希望の周波数を選びます。

必要に応じて他のデータも設定します。
2. F キーを押し F 表示を点灯（約10秒）させ、 CAL Lキー

を押します。

4-4・6. メモリーの呼び出し
1. MRキーを押します。最後に操作したメモリーチャ

ンネルが表示されます。
2. 同調つまみまたはマイクロホンのUP / DWNスイッチ

で希望のメモリーチャンネルにします。

ご注意
メモリーを呼び出した後に設定したトーン等のデータは、そのままで
は書き込まれていません。
書き換えにはFキーを押して10秒以内にM Rキーを押してください0

4-4-7. メモリーバンク
．メモリーパンクの連結
隣同士のパンクは、連結して 1つのパンクとして使え
ます。最大全てのパンクを連結できます。
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例 B A NK  1+2 :  1～ 40チャンネル
B A NK  3  :41 ～ 60チャンネル
B A NK  4+5 :61 ～100 チャンネル

1. Fキーを押しF表示を点灯させます。
2. 同調つまみまたはマイクロホンのUP / DWNキーで下

位パンクの最上位チャンネル（20、40、60、80、
のいずれか） を表示させます。
（例 ノTンク 1とパンク 2を連結する場合）

B A NK  1  B A NK  2  
・ 18、19、⑫ 21、22、23、・・・・

Gむ • 。I吋s.aaa 宅1aaa
園2]1 ...吋一一

IG：ザ5

＠、 40、60または80

3. 選択されているバンドのC ONT S E Lギーを押すと、
上位パンクと連結されます。

Q )  • 1-1s.aaa 宅3 I叩 ,a：活

14は元のメモリーチャンネル



・連結状態、の確認
1. CONT  SELキーを押して、そのバンドを操作バンド

にします。
2. M Rキーを f甲してメモリーチャンネル・モードにしま

す。
3. F キーを押しながら T ONE キーを押すと、パンク状

況表示になります。
4 同調つまみを回すか、またはマイグロホンの

UP / DWNスイッチを押すと、ノてンクの連結状態を順
次表示します。
例 パンク 1と2、4と5が連結されている時。

1 と2が連結されている 4 と5が連結されている

b  
，！ヨ
I L  b  3  h ザ5

5. 10秒経つか、いづれかのキーを押すと周波数表示に
戻ります。

・連結したメモリーパンクの切り離し
1. Fキーを押しF表示を点灯させます。
2. 同調つまみまたはマイクロホンのUP / DWNスイッチ

で上位パンクの最下位チャンネル（21、41、61、
81のいづれか） を表示させます。

（例連結したパンク1とパンク2を切り離す場合）

B A NK  1  I  B A NK  2  
・… 18、19、20 I② 22、23、…・

G量〉 ..... 。/'/ 5.[] [] ［］ 宅3[] [] [] /[]:'-{ 5  

⑫、 41、61または81

3. 選択されているバンドのCONT SELキーを押すと、
下位ノTンクと切り離されます。

..... 
Q )  : ' 15.fJ[][] ~3 I叩

1:-{ ••• ＿，＿，’  
I  [l:ザ5

14は元のメモリーチャンネル
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．メモリーコレクション
パンク内でデーターが書き込まれているメモリーだけ
を、下位のチャンネルに寄せる機能です。
例 15、8、12、15、19、20 チャンネルだけがメモリーされている

時、
コレクションする前

B A NK  1  
1、・・・・5、・・・8、・・・・・12、・・・15、・・・・・19、20 

コレクションした後

B A NK  1  
1、2、3、4、5、6、7、・・・・

1. メモリーコレクションするノてンドのBAND SELキー
またはCONT S E Lキーを押し操作バンドにします。

2. M Rキーでメモリーチャンネル・モードにします。
3. コレクションさせたいパンク内の任意のメモリー

チャンネルを表示させます。
4. F キーをf甲しなカヨら L O羽7キーをf甲します。
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メモリーコレクションが終わると、 B A NK 1のメモ
リーチャンネル使用数が表示されます。

例 BANK3に15チャンネルメモリーされている場合。

G量〉
t甲しなカヨら

8  

E画面h

L コc,~, 
I L  
，ぷ
’111111111 

この時のパンク表示は、連結のON/ OF Fに拘わらず、初期設定の
BANK l～5に対応しています。（メモリーパンクの連結 30ページ）

5. 表示中に同調つまみを回すか、またはマイクロホン
のUP / DWNスイッチを押すと、メモリーチャンネル
表示部と S メーターに各パンク内のメモリー使用数
が表示されます。

双山1
6. 10秒経つか、いづれかのキーを押すと周波数表示に

戻ります。



4-4-8.  メモリークリア
メモリーチャンネル、メモリーパンクごとにクリアー
することができます。

．メモリーチーャンネル・クリア
メモリーチャンネル表示中に F キーを押しながら
M Rキーを押すと、そのメモリーチャンネルは消去さ
れ、次のメモリーチャンネノレ表示になります。

．メモリーパンク・クリア
メモリーチャンネル表示中に F キーを押しながら
BAND SELキーを押すと、そのメモリーチャンネルが
属しているメモリーパンク内のすべてのメモリーチャ
ンネルが消去されます。

ご注意
1. メモリーチャンネ Jレ1はいづれの方法でもクリアされません。
2. パンクは連結中でもクリアされるのは1つのパンクだけです。

4-4-9.  メモリーシフト
表示中のメモリーチャンネル、またはコールチャンネ
ノレの内容を、 V F Oモードに移す機能です。
l. メモリーチャンネルモードまたはコールチャンネ

ルモードの状態から、 F キーを押しF 表示を点灯さ
せます。
（例5 CHの439. 920MHz マイナスシフト、トーンO NをV F Oに移
す。）

易

G重〉 I吋5.[] [] [] ~ 9.9 c' [] I[].斗5

2. F表示が点灯している間（約10秒）に、 V F Oキーを押
します。 F表示は消え、メモリーチャンネ Jレ、また
はコールチャンネノレがV F Oモードに移ります。

4品

⑬［明P宅竺P I［］.：ザ5

ご注意
スプリットチャンネルは受信周波数だけがシフトします。
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4・5. スキャン
スキャンは、周波数を自動的に変えながら受信する時
に使用します。スキャンをO Nにする時はベル機能を
OF Fにしてください。
各バンド独立にスキャンできます。

4・5・1. スキャンの種類
ノてンドスキャン

そのバンドの全域をスキャンします。（V F Oモード
で機能します。）

プログラム・スキャン
設定された範囲の周波数をスキャンします。
( VFOモードで機能します。）

MHzスキャン
表示周波数の1MHz範囲をスキャンします。（バン
ドスキャン中、またはプログラムスキャン中に機能しま
す。）

メモリースキャン
バンド内またはパンク内の有効なメモリーチャ
ンネルをスキャンします。（メモリーチャンネルモー
ドで機能します。）

CAL Lスキャン
表示中の周波数とコールチャンネルをスキャン
します。（V F Oモードとメモリーチャンネルモ←ドで機能
します。）

V MCスキャン
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V F O周波数と最後に操作したメモリーチャンネ
ノレおよびコールチャンネノレをスキャンします。

オートメモリー・スキャン
バンドスキャンの範囲をスキャンし、その聞に1
秒以上受信した局をパンク 5の空いているチャン
ネルにメモリーします。

4- 5・2. スキャン再開条件
タイムオベレート・スキャン ( TO)  （初期設定）

信号を受信するとスキャンは一時停止します。
信号のある、なしに関わらず、約5秒後にスキャ
ンを再開します。

キャリアオベレート・スキャン ( CO)  
信号を受信するとスキャンは停止し、信号がな
くなると、約2秒後にスキャンを再開します。

バンドごとに設定できます。

ご注意
CTCSSがO N時はCTCS S信号も一致した局にのみ停止します。
DT S SがO N時はスキャンはいったん停止した後、 DT S Sコードが
一致した場合にのみ音声を受信します。

．スキャン再開条件の変更
1. F キーを吐秒以上押し続けます。 F 表示が点滅をはじ

めます。
2. F 表示が点滅している間（約10秒間）に V F Oキーを押

します。
3. 1.2の動作を繰り返すたびに、タイムオベレートス

キャンとキャリアオベレートスキャンが切り換わり
ます。キャリアオベレート・スキャンの時はco表示
が点灯します。



4・5-3. バンドスキャン
1 そのバンドのS QLつまみを、スレッショルド・ポイン

トに合わせます。
2. ( VFOモードの場合）そのバンドのCONT SE Lキーを1秒

以上押し続けます。（同時に操作バンドが移動します。）
操作中のバンドの場合は、 V F Oキーを 1秒以上押し
続けてもバンドスキャンします。

3. MHzの・表示と C ONT SE Lインジケァターが点滅
し、スキャンを開始します。
スキャンステップはスキャン開始時の周波数ステッ
プと同じです。

4 スキャンは 同調つまみまたはマイクロホンの
UP / DWNキーで方向を変えられます。

操作バンドのスキャン
をON/ OF F

そのノてンドのスキャンを
ON/ OF F（スキャン中は点滅）

K E NWOOD 

l可saaa :a：可5

ん刀宝翌⑪一
r一（也

包
J
⑪

包一田町⑪
盟
事

操作ハンドのスキャンの
方向を変える

スキャン中はスキャンをOF F

5. 信号が入ると一定時間その局を受信します。その後
は選択された再開条件に従います。

6 操作バンドのスキャンは、マイクロホンの P T Tス
イッチまたはいずれかのキーを押すと終了します
( MHz、CONT S E L、BANDS E Lキーを除く）。

4・5-4. プログラムスキャン
バンドごとにプログラムスキャンの下限と上限の周波
数をあらかじめ設定しておきます。

・下限／上限の周波数設定
スキャンさせたい周波数を表示させ、 F キーを押しな
がら下限はV F Oキ一、上限はMHzキーを押します。

．プログラムスキャン
1. SQLつまみをスレッショルド・ポイントにしますO

2. V F O周波数を下限／上限の周波数の聞にします。
3. V F Oキーを1秒以上押し続けます。 MHzの・表示が

点、i威し、スキャンを問責台します。

ご注意
スキャン開始時のV F O周波数のステップと、下限／上限の周波数
ステップが異なっている場合は、下限の周波数からその周波数ス
テップでスキャンを開始します。

以下は4-5-3バンドスキャンの4以降と同じです。
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4-5-5.  MHzスキャン
1. ノてンドスキャンまたはプログラムスキャン中にMHz

キーを押すと、押した時のMHz台のスキャンになり
ます。
例 430. 000へ－ 439. 995 をスキャン中、 435. 220でMHz キーを押す
とスキャン範囲は 435. 000 ～ 435. 995になります。（尚、プログラ
ムスキャンの場合は設定しである上限、下限の範囲を超えること
があります。）

2. MHzスキャンは、 MHzキーを押すと解除され、もと
のスキャンに戻ります。

3. 乱1Hzスキャン中にP T Tスイッチをt甲すと、スキャン
は終了します。

4-5-6.  メモリースキャン
ご注意
1. メモリーチャンネルが1つの時はスキャンしません。
2. メモリーロックアウトされているチャンネノレは飛ばします。
3. メモリースキャン中にV OLつまみ・ S QLつまみを早く回すと、

変化が不連続になることがあります。

パ：ンド内のメモリースキャンと、ノてンク内のメモリー
スキャンが出来ます。

1. SQLつまみをスレッショ lレド・ポイントにします。
2  . . ノてンド内メモリースキャン

3 6  

希望 の バ ン ド の CONT SEL キーまた は BAND
SELキーを押し、操作バンドを切り換えます。
M Rキーを1秒以上押します。

．パンク内スキャン
（そのバンドがメモリーチャンネルモードの場合のみ）
希望のバンドの CONT SELキーを 1秒以上押しま
す。（同時に操作バンドが移動します。）

3. MHzの・表示が点灯し、バンド内またはパンク内の
有効なメモリーチャンネルを順次スキャンします。

以下は4-5-3バンドスキャンの4以降と同じです。

4・5・7. CAL Lスキャン
1. SQLつまみをスレッショルド・ポイントにします。
2. V F Oモードまたはメモリーチャンネ／レモードの時、

CAL Lキーを 1秒以上押しすと、表示中の周波数と
コールチャンネノレをスキャンします。

以下は4-5-3バンドスキャンの5以降と同じです。

4・5・8. VIV!Cスキャン
1. SQLつまみをスレッショルド・ポイントにします。
2. コールチャンネルモードの時、 CONT SELキーを 1

秒以上押すと、最後に操作した V F O周波数とメモ
リーチャンネルとコー／レチャンネルをスキャンしま
す。

以下は4ふ 3バンドスキャンの4以降と同じです。



4・5・9. オートメモリースキャン
1. V F Oモードのとき、 F キーをf甲しなカヨら CONT SEL  

キーを押すとオートメモリースキャンを開始しま
す。

2. バンドスキャンまたはプログラムスキャンの範囲を
スキャンし、 1秒以上受信した局を、パンク 5の空い
ているチャンネノレに順次メモリーしていきます。
パンク 5が他のパンクと連結されている場合は、，下位のバンクの
空いているチャンネルからメモリーされます。

3. パンク 5のチャンネルが全てメモリーされるとス
キャンは終了します。

オートメモリースキャン前の
BANK 5のメモリー使用状況

81 
82 
83 432. 800 DTSS 
8 4  432. 900 
85 ． 
． 
98 433. 000 CTCSS 
99 。。

オートメモリースキャン中の
BANK 5のメモリー状況

配叫／哩

81 433. 040 
82 433. 080 
83 432. 800 DTSS 
8 4  432. 900 
85 433. 560 
． 
． 
98 433. 000 CTCSS 
99 。。

~1 秒以上

プログラム
スキャン

433. 000 

433. 020 
. 一一一一一一一一一一一一一一ふ

!  433. 040[  
，一一一一一一一一一ー一一一ー令

433. 060 
白ー一一一一一一一一一一一一一一一一一・

nu 
Q
u
 

nu 
qd 

qu 
A斗

、＼逼日 433. 問
、 l

l 秒以上 "i 433. 560¥ 

433. 580 
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4・5・10. メモリーチャンネルのロックアウト
任意のメモリーチャンネルを、メモリー・スキャンの対
象から一時的に外す機能です。

1. M Rキーを押して、メモリーチャンネルモードにし
ます。

2. 同調つまみまたはマイクロホンのUP / DWNキーで
ロックアウトするメモリーチャンネノレを選択しま
す。

3. F キーを 1秒以上押し続けます。 F 表示が点滅しま
す。この間（10秒）にM Rキーを押します。

者
＠

.. 
I吋s.aaa 喝ヨ l叩 ,a: ザ5

4. 脅マークが表示され、そのチャンネルはロックアウ
トされました。（例14CH)

5. 2～4を繰り返すと、最大全てのチャンネルをロック
アウトできます。

6. ロックアウトされたチャンネルの解除は、 1～3を繰
り返してください。
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パフォーマンス・モード

CAL L キーを押しながら電源を O Nにしま
す。ディスプレイはパフォーマンス・モードと
なり、 10秒後にプログラムされた表示がつぎ
つぎ点灯します。
キー操作するとそのキーの動作を行います。
キー操作をやめると、 10秒後に再び、パフォー
マンスモードになります。

~ 押しながら I  u, Jo! : / ! : l our Hobbゴ
P OWE R { g )  

周波数表示に戻るには全バンドのV F Oリセット
(28ページ参照）を行ってください。



4-6. レピータ－
UH F帯では、遠く離れた局どうしの交信ができるよう
に、ピルの屋上や山の上などの見通しの良い場所にレ
ピーター（自動中継局）が設置されています。
一 般的にレ ピ ーターは、受信と送信の周波数が
430MHz帯は 5MHz、1200MHz帯は 20MHz離れていま
す。また、信号に 88. 5Hzのトーンが付加されている場
合に動作します。
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4・6・1. レピーターの運用
本機はオートレピーターオフセット機能を採用してお
り、下記周波数になると自動的にマイナスシフト、
トーンO Nになります。

439MHz帯 5MHz
1290～1292MHz帯 － 20MHz

受信周波数をレピーターの周波数（例. 439. 920MHz）に設
定して送信すると、 5MHz（例. 434. 920MHz）になり、
同時に内部の88. 5Hz（初期設定）のトーンがO Nになりま
す。

1. V F Oキーを押してV F Oモードにし、希望するレピー
ターの周波数を選択します。

2. シフト、トーンO N（周波数88. 5Hz）を確認します。
（シフト、トーン周波数 40ページ）

3. マイクロホンのP T Tスイッチをt甲します。

4・6-2. リバース
レピーターを使用した交信中に、相手局と直接交信で
きるかどうかをチェックするために、送・受信周波数を
反転させる機能です。
シフト中、またはスプリットチャンネノレイ更用中、 R E V
キーを押すと、送・受信の周波数が入れ換わり、 R E V
表示が点灯します。もう一度R E Vキーを押すと、リ
パースは解除されます。
439. 920MHz、マイナスシフトの例

RE Vキー
P T Tスイッチ P T Tスイッチ

OF F  O N  

- T  T  

冨画‘ liiD,,. 
OF F  吋39. 920 寸ヨ可＇.92[1

S I I . F I F - 1一一－ 6 - 9 - 日市1凹哩！ill! 圃

R E V  T  R E V  T  置D. . liiD,,. 
O N  可ヨ可＇.92[1 斗39ヨ2[1

S l l A F - 1  冨ー一回一ーー

バンドエッジを越える場合はリパースにはなりません。（次表参照）
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4-6-3.  シフ卜
受信周波数に対して送信周波数を、＋または 方向に
シフトさせる機能です。

シフト幅は下記のとおりです。
144MHz帯で、は ±600kHz  
430MHz帯は ± 5 MHz  
1200MHz帯では ±20MHz  

F キーをf甲してTONE / S HI F T キーをt甲すと、そのたび
に＋、 、シンプレックス（同じ）に切り換わります。

ご注意
バンドエッジを越えるシフトが設定されている場合は、送信でき
ません。

受信周波数例 430MHz帯
送信
周波数 430 431 432 433 434 435 436 437 438 439 

+ 5 MHz  435 436 437 438 439 ※  ※  ※  ※  ※  

- 5MHz  ※  ※  ※  ※  ※  430 431 432 433 434 

※．シフト、リパースともに無効
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4・6-4. トーン
T ONEをO Nにすると、送信中は常にトーン周波数が付
加されます。

・トーンのO N/ OF F  

T ONE キーを押すたびに、下記のA →B→Cに切り換わ
ります。

A.  トーン、 CT CS S ともに動作しません（表示な
し）。

B. トーン周波数を送信します（T 表示が点灯）。
C. CT CS Sユニット TSU- 7（別売）をつけた時のみ、

トーン周波数を送信し、トーン周波数の一致し
た信号を受信した時のみスケルチが聞きます
( CTCSS表示が点灯）。

T ONE キーを押してT 表示を点灯させます0

・トーン周波数 （ニCT CS S周波数） の選択
バンドごとに設定できます。
1. F キーを1秒以上押しF 表示が点滅している間（10秒）

にT ONE キーを手甲します。
2. トーン周波数が表示されます。
3. 同調つまみまたはマイクロホンのUP / DOWNキー

で、トーン周波数は1ステップづっ変わります。
4. 選択後10秒経っか、いづれかのキーを押すと、トー

ン周波数の設定は完了し、元のモードに戻ります。



トーン周波数は下表の38波です。
（初期設定 88.5 Hz)  

67. 0 82. 5 97. 4 114. 8 136. 5 162. 2 192. 8 233. 6 

71. 9 85. 4 100.。118. 8 141. 3 167. 9 203. 5 241. 8 

74. 4 88. 5 103. 5 123. 0 146. 2 173. 8 210. 7 250. 3 

77. 0 91. 5 107. 2 127. 3 151. 4 179. 9 218. 1 

79. 7 94. 8 110. 9 131. 8 156. 7 186. 2 225. 7 

ご注意
レピーターによる交信以外は、 T ONEはOF Fにしてください。

4-6-5. レピーター・デュアル受信
( TM・841系ではUT- 144（別売）の組み込みが必要です。）

144MHzノてンドの回路を 439MHz帯（439. 000～ 439. 980
MH z）の受信バンドに設定して、 2つのレピーターが
ワッチできます。
ご注意
P T T表示が点灯していても、もとの144MHzバンドからは送信でき
ません。

⑥
⑪
 

円
U
岨

可
「
』
剛；E

 

5
開

凪叩nu品川一
nu四

nu剛一

口
」
顎

『
弓
du『

E ta: ザ5

A C C  

1. F キーを押し、 F 表示が点灯している間（10秒）に
BE L L キーをt甲します。

2. A C C表示が点灯し、 144MHzバンドは 439. 000MHz
（初期設定値）になります。

3. 送信は、本来の 430MHzバンドで行ってください。
送信中は、 144MHzバンドを使用している側の受信
音はミュート（※）されます。

※ F キーを押しながらMUT Eキーを押すと、 144MHzバンドの
ミュートは解除されます。

4. 再びF キーを押し、続いて BE L L キーを押すとレ
ピーター・デュアル受信機能は解除され、もとの
144MHzバンドに戻ります。

アンテナ接続時の注意事項

レピーターデュアノレ受信時には感度の悪化を防ぐた
め、アンテナは下図のように接続してください。

A N T  ANT 4 3 0MHz用
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デュプレクサーの 144MHz は430MHz を通過させないの
で、下図のように接続した場合は 430MHz帯デュアル
受信はできません。

A NT  

ご注意
1. AC C  O N 中は両バンドともに439MHz台にしてくださし当。他の

周波数では受信できないことがあります。
また、 A C C O N 中は 1200MHzバンドの受信と、 144MHzノてン
ドで受信する439. 905MHzに妨害波が入ることがあります。

2. A C C  O N 中は144MHzの回路を使用している側の感度は、本来
の430MHzの回路側より若干下がります。従って、弱い信号は
430MHzの回路て、受信してください。

3. この機能はクリスタルコンパーターで、430MHz帯を 144MHz帯
に変換するため、 144MHz帯等に強い信号がある場合、表示が
430MHz帯て、あっても 144MHz帯等を受信することがありま
す。

4. 同一周波数で受信している場合、 V OLつまみの位置によって
は音量が低下することがあります。
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4-7. トーンスケルチ（CTCSS)
トーンスケルチをO Nにすると、トーン周波数を送信
すると共に、自局と相手局のトーン周波数が一致した
時だけスケルチが聞き受信します。
CTCSSユニット TSU- 7（別売）を取り付けたときのみ有
効です。

1. S QLつまみをスレッショノレド・ポイントにします。
2. あらかじめ相手局のトーン周波数と同じトーン周波

数を選んでおいてください。
（トーン周波数の選択 40ページ）

3. CTCSS表示が点灯するまでT ONE キーを押します。
4 トーンスケルチ動作を解除する場合は、 T ONE キー

をもう一度押してください。

ご注意
レピーター使用時は、レピーターの性賃上CTCS Sは使えませんの
で、 CTCS SをOF Fにしてください。



4-8.  DT S S  (Dual  Tone Squel ch Syst em)  

DTSSはある特定の局を呼び出したり、待ち受けする
機能です。自局のDT S Sコードと、同じコードの信号
を受信した時だけ、スケノレチが聞きます。
CTCSSがレピーターを通過できないのに対し、 DTS S
はレピーターをイ吏用できます。
2秒以上信号が無くなると、スケルチは閉じます。
DT MFユニット DTU- 2（別売）を取り付けたときのみ有
効です。 DTU- 2をつけていない場合は、 DTS S動作は
行いません。

..... 
I吋s.aaa 腎ヨaaa 10：可5

ご注意
レピーターの I Dとコードが重なる場合は動作しないことがありま
す。その場合は I D送出後に、もう一度P T Tを押してコードを送出
してください。

4・8・1. DT S Sコード
DTSSコードは、 000～999 (3桁表示）から選びます。
メモリーチャンネルとコールチャンネルには、それぞ
れ別のDTS Sコードをメモリーできます。
( DTSSコードの初期設定値は000です。）

4-8-2.  DT S Sコードの設定
1. DTSS キーを押します。

DTSS キーを押してDTSS表示を点灯させます。
2. F キーを 1秒以上押し、 F 表示が点滅（10秒）したら、

DTS S キーを押します（DTS S コード設定モード）。
DTSS コードの1桁目が点滅します。

G重〉
l秒以上 I吋5.[] [] [] 画 ［~ 削 /[]:'-{5 

包~

3. 同調つまみ（または別売のDT MF付きマイクロホン
MC- 45DM）で希望の数値を選びます。

4. DT S S キーを押すと2桁目が点滅します。
5. 同様にして2桁目、 3桁目も、同調つまみで選んで

DTSS キーで設定します。
3桁目が終了すると、もとのモードに戻ります。

ご注意
1. DT S Sコード設定中に、 DT S Sキー以外のキーを押したり、 10秒

以上何も操作しないと、表示中のDT S Sコードのまま解除され
ます。

2. DT S Sコード設定中に、マイクロホンから他のDT MF信号が入
るとその信号で設定されることがあります。

43 



4-8-3.  DTS Sコードを使った交信
1. S QLつまみを時計方向に回して“ ザー” という音が消

える位置にします。
2. DTS S表示が点灯するまでDTSS キーを押します。
3. 受信

設定したコードと一致した信号を受信するとスケル
チが聞きます。

4. 送信
P T Tスイッチを押すと、押しはじめに約0.5秒間コー
ドが送出されます。

ご注意
コード送出中は音声はカットされます。

5. 解除には、 2を繰り返してDTSS表示を消してくださ

ご注意
1. 3バンド同時にDT S S O Nにできますが、タイミングによっては先

に入った信号を受信できないことがあります。
2. 待ち受け側がハンディ・トランシーパーで、バッテリーセーパー状

態になっている場合、タイミングによってはコードを受信しないこ
とがあり．ます。
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確実にコードを受信させるには、数秒間送信した後、いったんP T T
スイッチを放し、もう一度送信してください。

4・8-4. DT S Sコードを使ったレピーター運用
DTS S信号は、 P T Tスイッチを押したとき一回だけ送ら
れます。このため、レピーターの応答時間によって
は、送信したコード信号が途切れることが考えられま
す。これを防止するため、レピーターが送信を開始し
た後コードが送出されるよう、ディレイ時聞が設定さ
れています。

．デ、イレイ時間
通常の送信時は250mSです（変更できません）。
SHI FT、スプリッ トチャンネル時は、初 期 設 定 は
450mS ですが、 750mS、850mS、 l OOOmS に切り換
えられます。
．デ、イレイ時間の切り換え
F キーを押しながら DT S Sキーを押します（ディレイ時
間設定モード）。

。量〉 • 
押しながら

~ t  ／匂－~－~ - I0:'-15 ザSD

同調つまみまたはマイクロホンのU P / D WNスイッチ
で希望のディ‘ レイ時間を表示させます。
表示と同時にディレイ時間は切り換わります。
いずれかのキーを押すか、 10秒以上キー入力しない
と、ディレイ時間設定モードは終了します。

P T T  ON P T T  OF F  

亡~
ド一一＋ドー『H

ししコード信号
ディレイ時間（450mS、750mS、850mS、l OOOmS)



4-9. ページング
ページングはD T MF信号を使い、グループ全員を呼び
出したり、特定局を呼び出したり、待ち受けたりする
便利な機能です。
D T MFユニット DTU- 2（別売）を取り付けたときのみ有
効です。 DTU- 2をつけていない場合は、ページングは
行いません。

例 メンバー2を呼び出した時

Il l 

ページング操作手順

自局のコードを設定する。

相手局の周波数に合わせる。

ページングモードにする o

l町山局の！コードを設定する。

「店する o ［ 

｜ 呼び出し ｜｜ 待ち受け

？ 4・9・1 ページングコードメモリー

F  ・ 433.  660MHz  
自局コード目 222
メンノて ｜ 

F  :  433.  660MHz  
白鳥コ ド 333
メンバ－ 2

F  433. 660MHz 
自局コード： 444 
メンバ－ 3

あらかじめ共通のグループコードと、各自の個別コードを決めてお
きます。コードはそれぞれ000～999 (3桁）の中から選びます。
DTS S と違って受信側には相手局のコードが表示されるため、呼び出
した局がわかります。
白局の個別コードで呼び出された時は、相手局の個別コードが表示
され、グループコードで呼び出された時は、そのグループコードが
表示されます。

ページング用コードメモリーは7個あります。

メモリー 用途

A  自局のコードをメモリーします。
受信時に、自局を呼び出した局の。 コードを自動的にメモリーします。
呼び出す相手局のコードも一時的に
設定できます。

1～5  グループコードや相手局のコードを
メモリーします。
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4・9・2. ページング用コードの設定方法
最初に、白局コードを各バンドのメモリーA に設定し
てください。

｜ページングモード ｜ 

1. DTSS キーをF甲します。
DTS S キーを押してP表示を点灯させます。

｜コード設定モード I  

2. F キーを 1秒以上押し、 F 表示が点滅したら DT S S
キーを押します。

3. 同調つまみ（または別売りの DT MF付きマイクロホンMC.
45DM）でメモリー（A, O～5）を選びます。

4. DT S S キーを押すと 1桁目が点滅します。
5. 同調つまみでコードを選びます。 DT S S キーを押す

と1桁目が確定し、 2桁目が点滅します。
6. 同様にして 2桁目、 3桁目も同調つまみで選び、

DT S S キーで確定します。
7. 3～6を繰り返して、各メモリーにコードを順次設定

します。
8. コード設定モードは 10秒経つか、 DT S S キー以外の

キーを押すと終了します。

ご注意
DT S Sコード設定途中で、マイクロホンから他のDT MF信号が入る
とその信号で設定されることがあります。
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｜コード設定 ｜ P表示 T~ ~ 

N5. 000 i『13000 /0唱

メモリー番号

l可5. 000

：可5.00  0  

c - nnn l吋コu u u  

i『5. 000

• Gむ肌上包Eラ
..... p_  - -
当g二町一－

ID:'-15 

.  同調つまみでA、刊を選ぶ

／［／：ザ5E ・．．

単t ニ

t S  
..... p.会長・・ ／［］：ザ5
PR，，＿， 色圃

同調つまみでコードを選ぶ

..... Pi l l  ID:刊
PR .. －－，ー←・一

t  S  

t S 山キー



下記のグループで、交信する場合を例に説明し

ます。

打合せ周波数 433. 660MHz 
グループコード 789（※） 
メンバー1（自局） イ固JJUコード lll （※） 
メンノマー2 個別コード 222（※） 
メンパー3 個別コード 333（※） 
メンノて－ 4 個別コード 444（※） 

メンバー1のメモ メンバー2のメモ
I）一（自局）
A  111 A  222 。 2  789 
1  。
2  
3  789 
4  444 「k
5  

A  333 
3  789 。

（※） コードはそれぞれ000から999(3桁）の中から選べます。

4・9-3. ページングの送信（呼び出し）

自局のコードをあらかじめメモリ－ A に設定しておき
ます。（自局は常にAに設定します）

1. 相手と決めておいた周波数にします。

｜ページングモード ｜ 
2. p表示が点灯するまでDTS S キーを押してページン

グモードにします。
相手のトランシーパーもページングはO Nにしておきます。

｜コード設定モード｜
3. F キーを 1秒以上押して F 表示が点滅したら DTSS

キーを押しコード設定モードにします。同調つまみ
で相手局のコードがメモリーされている番号を選び
ます。 ... 

l吋s.aaa 宅ヨ660 10:司5
！日 . .  .  c::'P －” 
P表示が／ G重） 1秒以上 sページング
モードを示
します。 同調つまみ

1' /SBOO - P" / 89 /0:吋5
P3 ... ‘幽

ご注意
レピーターの I Dとコードが重なる場合は動作しないことがありま
す。その場合は I D送出後に、もう一度P T Tを押してコードを送出
してください。
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グループ全員を呼び出す場合

グループ全員を呼び出す場合は、コード設定モー
ドにしてグループコードがメモリーされている番
号を選びます。（この例のメンバー1の場合は、 3です。）

10秒待っか、 DTSSキー以外のキーを押してページ
ングモードにし、 P T Tスイッチをf甲します。
｜ ページングモードから ｜ 

/'{ s.aa a  ~ 35 5  a  
P3 ＂＇＂＇，＂園

I  a.吋5

↓  ~9 栄町
マ

明saaa 守335 E, f/ 
P3 日静岡剛111111111 阻

If/.吋5

周波数と一緒に、グループコード 789 と、自局の個別コード 111
が送信されます。
正常にコードが送信されると、 D T MF音が鳴ります。

4 8  

特定のメンバーを呼び出す場合

特定のメンバー（例メンバー4）を呼び出す場合は、
1. 相手局の個別コードがはいっているメモリー

を選ぶか、（この例の場合は4)
2. またはOに相手局の個別コードを書き込み

10秒待つか、 DTS Sキー以外のキーを押してページ
ングモードにし、 P T Tスイッチを押します。

メモリーから

l  E亙王子
l
 l
 

r、dH
1
 

nu 
l
 

（叩q_q :: 守'i_'i_'i :a吋5

スイッチを押す
r  1  1 － ＂イッチを押す

＼空4；ミヰシ ↓  ＼持19-/
マ

円s.aaa 電話回 10唱
P吋 J 凹哩幽園

： ~saaa 宅 3660 /0叩
・・ー』．． PD ” 里曹哩喧 E

周波数と一緒に、相手の個別コード 444 と、自局の個別コード
111が送信されます。
正常にコードが送信されると、 D T MF音が鳴ります。



ご注意
待ち受け側がハンディ・トランシーバーで、バッテリーセーパー状態
になっている場合、タイミングによってはコードを受信しないことが
あります。
確実にコードを受信させるには、数秒間送信した後、いったんP T Tス
イッチを放し、もう一度送信してください。

4-9・4. ページングの受信（待ち受け）

1. 相手と決めておいた周波数にします。
2. DTS S キーを押して、ページングモードにします。

~ I  :・-15.aaa 胃3E, E,D :a吋5

P表示がぺ←ジングモードを示します。

個別コードで待ち受ける場合

3. 自局の個別コードで呼び出されると、メモリ一番号
はOになります。表示されるコードは相手局の個別
コードです。（K E NWOOD製の場合以下同）

（例周波数433. 660乱1Hz、相手局の個別コード・ 444)

Pが点滅

:a：可5

。を表示し、個別呼び出しされていることをを示します

4. スケルチが聞き相手局の音声が聞こえます。
（メモリ－ 0に相手局の個別コードがメモリ←されます。）

5. このまま P T Tスイッチを押して送信すると相手局に
応答できます。

433. 660MHz 
~44 矢 19/

γ  
l可s.aaa 国 P ＇－（＇－（ ザ ID:ザ5

P[ J 陣’目H目H目”目’

一度送信すると周波数表示に戻ります。

相手を呼び出せたらページングは解除してください。
交信がしやすくなります。

（※）相手のコードが受信できなかった場合はErr表示が出ます。

エラー表示

：吋s.aaa 画 E「「
P3 日！監督 竺三
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グループコードで待ち受ける場合

3. グループコードで呼び出されると、共通のグループ
コードと、そのコードのメモリ一番号が表示されま
す。
（例メンバー2の場合グループコード 789は2 CHにメモリーされ
ているので）

Pが点滅 グループコード

:a吋5

。以外になりグループ呼出しを示します。

4. このまま P T Tスイッチを押すと、表示中のコード
789 と、自局の個別コードが送信され、グループ交
信にワンタッチで参加できます。

相手を呼び出せたらページングは解除してください。
交信がしやすくなります。
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4・9・5. コードのロックアウト
（ページング機能の受信動作のみ禁止します。）

メモリー1～5に個別コードをメモリーしておくと、他
局どうしの交信でもコードが合えば受信してしまいま
す。メモリー1～5を送信専用にするには、ロックアウ
トします。

また、同一周波数で、 2つ以上のグループと交信して
いる場合など、待ち受けを一時止めたいグループコー
ドは、ロックアウトします（グループ呼び出しはできます）。

．ページング用メモリーのロックアウト
1. コード設定モードにして、同調つまみで止めたい番

号を表示します（メモリーA とOはロックアウトできません）。
2. MRキーを押すと、，Kマークが点灯しそのメモリー

はロックアウトされます。

I吋5.[] [] [] P789 :a：ザ5

3. 解除には1.2を繰り返します。



4. 新しい信号が入ると、今までの時間はクリアされ、
最新の信号を受信した時刻を表示します。
このときメモリーチャンネル表示部にベノレ動作の回
数を最大99固までカウントします。

着信時間表示

ID吋5
J
S
H
1
 nu岨一

nu剛一：！ 門川辺一
~~nnn~ 
i 可J u u u  

ベル（留守番着信表示）

相手局からの着信や留守中の着信を音声ではなく、バ
ンドごとに異なる音色のアラーム音とベル表示で、知ら
せる機能です。
CTCSS、DT S Sまたはページングと併用すると、特定
局からの着信を待ち受けできます。
レピーター使用時は、レピーターの性質上CTCSSが使えませんの
で、 DTSSとイ井用することをおすすめします。

4-10.  

ご注意
オートパワーオフと併用した場合は、オートパワーオフは 59時
間59分プラス 1分後に動作します。

点滅回数表示

5. 時刻表示中にキー操作すると、ベルは解除されま
す。

1. SQLつまみを右に回して、“ ザー” という音を消しま
す。

2. BE L Lキーを押すと、ベル表示が点灯します。
3. 信号が入りスケルチが開くと、約5秒間アラーム音

（初期設定プルプル）が鳴り、ベル表示が点滅し、信号を
受信した時刻が表示されます。
（キー操作または同調つまみかV OLつまみ、 S QLつまみ
を回すとアラーム音は止まります。）

ご注意
マイクロホンのPFキーがモニタースイッチに設定されている場
合は、ベル機能が動作している間も、 PFキーを押すと音声を聞
くことが出来ます。（モニター 16ページ）
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6. 一度も信号が入らない状態でベルを解除するには、
もう一度BE L Lキーを押します。

ご注意
1. アラーム音が鳴っている最中は、 S メーター表示および他パ

ンドのスキャン動作が一時停止します。
2. CTCSSがONのとき、 BE L LをO Nにした場合は、トーンのー

致する信号が1秒以上続いたときにべJレが動作します。
3. DT S SやページングONで、 BEL LをONにした場合は、コー

ドが一致する信号を受信したときにベルが動作します。



ご注意
ベル機能は、受信した電波の質（音声の低域歪や、イグニッショ
ンノイズの混入等）で、誤動作する場合があります。
オプションの TSU- 7を組み込んで、 CTCSS周波数を 141. 3Hz以下
に設定することにより、これらの影響を受けにくくすることが出
来ます。

圃アラーム音の切り換え
アラーム音は、プルプル音、ピッピー音、チャイム音
の3種類あり、各ノてンドごとに選べます。
1. CONT  SELキーで操作バンドを選びます。
2. いったん電源を切ります。
3. Fキーと BEL Lキーを押しながら電源を入れます。現

在設定されているアラーム音が表示されます。

プノレプル音 bEL 
音ピツピ bELc'  

bEL3 チャイム音

4. 同調つまみで希望のアラーム音を選びます。
5. BEL Lキーを押すとアラーム音の設定は終了しま

す。
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4・11. オートパワーオフ（APO)

電源の切り忘れによるバッテリー上り等を防ぐ機能で
す。受信状態で2時間59分以上キー操作がないと、す
べての機能が停止します。
初期設定はOF Fの状態です。

1. A P O機能をON/ OF Fするには、 F キーを1秒以上押し
た後、 10秒以内にMHzキーを押します。 A P O表示が
点灯します。

G量〉
l秒以上 015.lJ l] l] 叩 3[][] l] /lJ:'-15 岬 0

⑬ 
2. 受信状態で2時間59分以上（ベルON中は59時間59分

以上）キー操作がないと、 A P O表示が点滅してビー
プ音が鳴ります。その後1分以上キー操作がない
と、すべての機能が停止します。

3. オートパワ‘ ーオフ状態を解除するには、電源スイッ
チを入れ直してください。

ご注意
A P O使用時は、時計バンドの SQLつまみは時計方向いっぱいに回
した状態でお使いください。



4・12. ディマー（DI M）（照明の明るさ切り換え）

照明の明るさを4段階に切り換えることができます。
（初期設定 ： レベル2)

1. F キーを押した後、 F 表示が点灯している聞に
L OW/ DI Mキーを押します。

G重） （ ’  
8  I  1 可~~~~－~ －竺ご ta：ザ5

4・13. ビープ音の音量切り換え
ビープ音はOF Fを含めて8段階の音量を選べます。
（初期設定 ： レベル5)

F キーを1秒以上押し、 F 表示が点滅している聞に R E V
キーを押します。レベノレ設定モードになり、同調つま
みまたはマイクのUP / DWNキーでレベル（ OFF, 1～7）を
選択できます。

Gむ
1秒以上

4品

川s.aaa - b  s  ,a.：ザ5

2 レベル設定モードになり、同調つまみまたはマイク B  
のUP / DWNキーでレベル（1～4）を選択できます。

3. いづれかのキーを押すか、 10秒以上キ一入力をしな
いと表示されているレベルが設定され、もとの周波
数表示にもどります。
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4-14. 周波数の音階表現

周波数0～9には下表の音階を割りあてであります。
DTSSキー（※ ）を押すと、表示数に応じた音が出ます。
いづれかのキーを押すかまたは同調つまみ、 V OLつま
みを回すと音は止まります。

。ド 523. 248Hz 5  フ 880. 000Hz 

1  レ 587. 328Hz 6  シ 987. 770Hz 

2  、、、、 659. 248Hz 7  ド 1046. 496Hz 

3  ファ 698. 464Hz 8  レ 1174. 656Hz 

4  ソ 783. 984Hz 9  、、、、 1318. 496Hz 

※）DT MFユニット DTU- 2（別売）を組み込んだ場合は、 DT S Sキーは別
幾能のキーになります。この場合は、 Fキーと DT S Sキーを押しながら
電源を入れて、マイクロホンの P Fキーに音階キーを設定してご使用
<  f;ゴさい。
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4・15. ロック（L OCK /  A. LOCK)  

4・15-1. マイクロホンのキーロック
マイクロホンの背面に
あるスイッチをL OC K
側にすると P T Tを除く
マイクロホンのすべて
のキーが動作しなくな
ります。

4・15-2. L OCK（ロック）

L OCK  

パネノレ面のロック解除用のキーを除くすべてのキー
と同調つまみは動作しなくなります。（マイクの機能
は動作します。）
F キーを押した後10秒以内にMHz / L OC Kキーを押し
ます。 L OC K表示が点灯します。

G量〉

⑬ ~s.aaa 坦 1aaa w・ザ5

L OC Kの解除はもう一度F キーを押した後10秒以内
にMHz / L OCKキーを押します。



4・15-3. A. LOCK（オールロック）
P O羽「E Rスイッチ、 V OLつまみ、 S QLつまみを除く
すべてのキーは動作しなくなります。

L OCK表示が点灯しているときにいったん電源を切
り、 MHz / L OCKキーを押しながら電源をいれます。
A. LOCK表示が点灯します。

L OCK中

⑬ 由民saaa ,-133aaa I  ff'-( 5  H O C <  

P OWE R { g )  

A. LOCKの解除にはもう一度電源を切り、 MHz I  
L OCKキーを押しながら電源をいれます。
A. LOCK動作は V F Oリセット、 M Rリセットでも解除
されません。

4・15- 4 A. LOCK時の電子音
A. LOCK重bイ乍日寺、マイクロホンの CAL Lキ一、 V F O
キ一、 M RキーおよびP Fキーを押すとそれぞれの
キーに対応した特殊な電子音がスピーカーから出ま
す。
マイクロホンのイ也のキーおよびトランシーノてーの
キーを押した時は通常のビープ音になります。
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5. 時計機能
5・1. 現在時刻とカレンダーの設定
時刻とカレンダーのパックアップは、専用のリチウム
電池で行なっています。従って電源スイッチを切って
もメモリーは保持されます。
前に設定した時刻やカレンダーが消えて初期設定値に
なるようでしたら、リチウム電池の寿命（約3年）です。
ご購入店または当社サービスセンターで電池を交換し
てください（有料）。

5・1・1. バックアップ・スイッチ
パックアップ・スイッチをO Nにしてから現在時刻とカ
レンダーを設定すると、その後は電源を切っても時刻
とカレンダーはリセットされません。

パックアップ・スイッチの設定は

3-1 マイクロホンの取付け
．パックアップ・スイッチの設定

7ページをごらんください。

5・1・2. 現在時刻とカレンダーの設定
現在時刻とカレンダーの設定前に必ず、パックアップ・ス
イッチをO Nにして下さい。

1. F キーと T ONEキーを押しながら電源を入れると現
在時刻とカレンダーの設定モードになります。
初期設定値1991年1月1日（火）0時00分00秒
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RdJ  

2. 時間の設定

nn- nn ι，ι，－ ι，ι， I  I  

’ －’  g  i 醐

同調つまみを回し（0～23）、現在の時間に合わせたら
T ONEキーを押します。時間が設定され、続いて分
の設定になります。

3 分の設定
同調つまみを回し
(O～ 59）、 1分 後 の
分表示にします。
T ONEキーを子甲す
と0秒からスター
トします。
続いてカレンダー
の設定モードにな
ります。

4. 年の設定

7.21 
9  Ir －~~~醐目

ここが点滅

同調つまみを回し（00～99）、今年（西暦）の表示になっ
たら T ONEキーを押します。続いて月の設定になり
ます。（西暦で入力すると月末日とうるう年のチェックを正しく
おこないます。）

5. 月の設定
同調つまみを回し（1～12）、今月の表示になったら
T ONEキーを押します。続いて日の設定になりま
す。



6. 日の設定
同調つまみを回し（1～月末）、今日の表示になったら
T ONEキーを押します。続いて曜日の設定になりま
す。

7. 曜日の設定（レベルメータ部、前ページの図参照）
曜日の表示用に 7目盛りに分かれております。同調
つまみを回すと目盛りが変化し、 T ONEキーを押す
と確定して設定モードは終了します。

5・2. その他の時計機能
本機には現在時刻、カレンダー表示のほかに下記の時
計機能があります。

1. ストップ・ウオッチ
2. ONタイマー

毎日決めた時刻に無線機の電源を入れます。
3. OF Fタイマー

毎日決めた時刻に無線機の電源を切ります。
4. スリープ・タイマー

一定時聞が経つと無線機の電源が切れます。

5-2-1.  時 刻、カレンダ一、ス
チの時計バンドでの表示

トップ・ウオッ

時計ノてンドのBAND SELキーを押すと時刻がON/ OF F
します。時刻表示の時、 CONT SELキーを押すとカレ
ンダーが、 F キーを押しながら BAND SELキーを押す
とストップ・ウオッチがON/ OF Fします。

4臨時計バンド
K E NWOOD 

ザ5.[]DD
曹里」置ー・一

ストップ・ウオッチ カレンダー 時刻

．ストップ・ウオッチの操作
ストップ・ウオッチはBAND SELキーを押すたびに
スタート／ストップします。 CONT SELキーを押す
と0時間0分0秒にクリアされます。

ストップ・ウオッチのときは

＠ 
＠ 
⑫ 

K E NWOOD 

1'15.aaa 
国璽璽

01: i i i  
aaaa.aa 

剛 IOI・E・II目
四回 ( g )

白TIQ  
スタート／ストップ

いったんスタートしたストップ・ウオッチは表示を消したり、電
源を切っても動いています。（スタート後の経過時間の確認は無
線機能O Nのままでも出来ます。ただし、無線機能O Nで表示さ
せたストップ・ウオッチでは、スタート、ストップなどの操作は
できません。（59ページ参照））

57  



5・2・2. ONタイマー／OF Fタイマー
1. タイマーを設定するには、時刻表示のとき F キーを
f甲しなカヨら日寺言十ノ f ンドのCONT SELキーをt甲しま
すρ O N表示が点滅しONタイマー設定モードになり
ます。

⑥ と ( I ) I n- L I L  
I  LI・ －，ぷ

巴 O N

2. ONタイマー／OF Fタイマーの選択
10秒以内に MUT Eキーを押すと
OF F表示が点滅しOF Fタイマー設
定モードになります。押すたびに
ON/ OF Fが入れかわります。

3. 時間の設定
同調つまみを回し（O～ 23）、希望の
時聞が表示されたら T ONEキーを
押します。続いて分の設定になり
ます。

4. 分の設定
同調つまみを回し（O～59）、希望の
分表示になったら T ONEキーを押
します。設定モードは終了しま
す。
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包Eう

。
⑪

O
⑪

包む。
目。N

⑤〉
2⑥ 
白Cll昨

a o NタイマーのON/ OF F
時刻表示の時F キーを押し、次に時計
バンドの BAND SEL キーを押しま
す。
操作のたびにONタイマーがON/ OF F
します。・OF FタイマーのON/ OF F
時刻表示の時F キーを押し、次に時計
ノてンドの CONT SEL キーを f甲しま
す。
操作のたびにOF FタイマーがON/ OF F
します。

5-2-3.  スリープ・タイマー
1. 時刻表示のとき、 F キーを 1秒以上 n王可

押しF表示が点滅したら、時計ノTン XニE ノ

ドのCONT SELキーを f甲します。
スリープ・タイマーの設定モードに
なります。

2. 同調つまみを回すと表示は下記の S L E E P 
ように変わります（単位分）。

SL-OFF - 30- 60←→90- 120←→SL-OFF 
3. 希望の経過時間を表示させます。
4. 前面パネルのいづれかのキーを押すか、 10秒経っ

と、スリープ・タイマーが設定されて元の表示に戻り
ます。



5- 3・1. 無線機能のON/ OF F
無線機能をONのまま時計を表示させると、 CONT
SELキーが点灯しつづけ、 時計表示（※）のままで受信で
きます。

（※）ベルO N中に受信すると着信時間表示、ページングO N中に
受信するとコード表示になります。

T Xバンドの場合は送信もできます。

無線機能がONの時は時計バンドとしての操作（例表示の切
り換え、ストップ・ウオッチのスター卜など）はできません。

周波数バンドでの時計機能
本機は、時計バンドのほかに周波数バンドでも時刻、
カレンダ一、ストップ・ウオッチを表示できます。

国n. L nnn
lザコ. uuu
明 L ー－~

I  0:≪15 可13000
甲車軍 一

5-3 

周波数ノ f ンドで表示させるときは、そのバンドの無線
機能をONにするか、 OF Fにするかが選べます。

尚、複数のバンドで表示させるときは、時刻、カレン
ダー、ストップ・ウオッチの順に優先され、同時に同じ
表示が2つ出ることはありません。

無線機能をOF Fにして時計を表示した場合は、送受信
ともにできません。

時計バンド周波数バンド

，.… A叩 TM- 741

I  a.吋5
⑬ II aaaaaa g  1  

Ol:i! ~1a 

129 
K E NWOOD 

129 nu州
nu剛

nu剛

nu，
 

円
U

円
U

無線機能ONの場合CONT S E Lキーが点灯する
無線機能OF Fの場合CONT S E Lキーが消灯する

9  I  

3バンド機の場合
バンド・ユニット（別売）を追加して3バンド機として使用している場合
も、各バンドともに時計表示になります。
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2）カレンダー



5・3・2. 無線機能OF Fの時計表示
F キーを1秒以上押し、周波数バンドのBAND SELキー
をt甲すと（すでに時計バンドが時刻表示になっている場合は）カレ
ンダー表示がON/ OF Fします。

G重〉 .. 
1秒以上 1弔問。 129 ’5: 10 。鞭一 一一 g  I  回目111111!1111

，－， 

時計バンド

同様に、 F キーを1秒以上押し、最後の周波数バンドの
BAND SELキーを押すとストップ・ウオッチ表示になり
ます。

。重〉 4品o  aaDLE!2 129 
目回目’ IHHIIII g:  

’5:;,n 
1111111・E・，111

I  ・- U  

・時計表示の解除
周波数表示に戻すには再度F キーを1秒以上押し、次に
そのバンドのBANDS E Lキーを押します。
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5-3-3.  無線機能ONの時計表示
F キーを押し、次に周波数バンドの BAND SELキーを
押すと無線機能はO Nのまま（すでに時計バンドが時刻表示に
なっている場合は）カレンダー表示がON/ OF Fします。

Gむ .. 。明s.aaa 1.29 
曙匹、－•ー・－ g;  岡田町田目叫II

1s: 10 

同様に最後の周波数バンドも、 F キーを押し、次にそ
のバンドのBAND SELキーを押すと無線機能はONの
ままストップ・ウオッチ表示になります。

G量〉 .. 。aa []a.a[] 129 /  5:c' [] 
HII I I I IHI IH g;  回目醐四回剛

・時計表示の解除
T Xバンドの場合は送信すると周波数表示に戻ります。
操作バンドの場合はキー操作をするとそのキーの操作
をした後、周波数表示に戻ります。
T Xバンドでも操作バンドでもない場合は、 F キーを押
し次に BAND SELキーを押すと周波数表示に戻りま
す。



5- 3・4. 周波数バンドの時計表示キーリス卜

無線機能O N
無線機能ONの場合に周波数
tンドに表示される時計機

能は、時計バンドの表示に
よって変わります。

片一一一一一一一一一づ
時計バンドが時刻表示の時

カレンダー表示

時計バンドがカレンダー表
示の時

ストップ・

ウオッチ表示

時計バンドがストップ・ウ
オッチ表示の時

時刻表示

F  Fキー
B. S ’  BAND. SELキー
C. S CONT  SELキー

F次に
B. S 

周

波

数

表

刀て

Fl 秒
B. S 

B. S 

無線機能OFF

無表示

10秒経過

- OFF司表示

B. S 「I－ － ，一一－ ，－ 一一一一一一

｜｜ 時刻表示 「－ =:-1 カ

1FとB. S

ストップ・

ウオッチ表示

レ
ン
ダ

表
刀て

B. S 

L 一一一一一一一一一一一一一一」
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6. 保守
6・1. アフターサービス

1. 保証書 3. 保証期間経過後の修理
保証書は必ず所定事項（ご購入店名、ご購入日）の
記入および記載内容をお確かめの上、大切に保存
してください。

2. 保証期間

保証期間経過後の修理については、お買い上げの
販売店または当社サービスセンタ一、営業所にご
相談ください。修理によって機能が維持できる場
合、お客様のご要望により有料で修理いたしま
す。保証期間はお買い上げの日より 1年間です。正常

なご使用状態でこの期間内に故障が生じた場合、
お手数ですが製品に保証書を添えて、お買い上げ
の販売店または当社サービスセンター、営業所に

4. アフターサービス

ご相談ください。保証書の規定に従って修理いた
します。

6・2. 故障とお考えになるまえに
次のような症状は、故障ではありませんのでよくお調べください。

症状 原因

電源を入れでもディスプレイに a. 電源コードの接続が逆になっている。
何も表示しない。 b. ヒューズが切れている。

（本機の電源スイッチで電源を C. パネルのケーブルがはずれている。
ON/ OF Fしていない場合はdの d. 時計のパックアップスイッチがOF F に
チェックもしてください） なっている。

ディスプレイの表示が暗い。 a. 電源電圧が低下している。
b. デイマー（DI M）の設定が暗い設定値に

なっている。
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アフターサービスについてご不明な点は、お買い
上げの販売店または当社サービスセンター、営業
所にご遠慮なくご相談ください。

※ 参照ページ

処置 ※  

a. 付属のD Cコードは赤が＋極、黒が極です。 9,10 
b. ヒューズが切れた原因に関する修理をした後、 9,10 

指定容量のヒューズと交換してください。
c. パネルをはずしてケーブルを接続する。 7  
d. パネルのパックアップスイッチをO Nにする。 9  

a. 電源電圧はDC13. 8V±15%( 11. 7～15. SV）です 0 .

b. F キー続いて L OW/ DI Mキーを押した後同調つ 53 
まみを回してください。



症状 原因 処置

送信できない。 a. マイクロホン端子の差し込み不完全。 a. マイクロホンを確実に差し込んでください。
b アンテナの接続不良。 b. アンテナを確実に接続してください。

受信できない。 a. スケルチが閉じている。 a. S QLつまみを再調整してください。
V OLつまみを回しでも、スピー b. オプションTSU- 7を取付げている場合； b. CTCS SをOF Fにしてください。
カーから音が出ない。 トーンスケルすが動作している（CTCSS

表示がついている）。
c  . . オプションDTU- 2を取付けている場合； C.  DT S S またはページングを OF Fにしてくださ

DT S SかページングがO Nになっている。 し＇o

d. ベルがO Nになっている。 d. ベルをOF Fにしてください。

レピーターをアクセスできな a. トーン周波数等レピーターによる交信の a. レピーターによる交信。
し＇o 条件が満たされていない。

同調つまみを回しても、キーを a. ロックがO Nになっている。 a. F キーを押した後10秒以内にMHz / L OCKキーを
押しでも表示が変化しない。 押してください。

b. オールロックがO Nになっている。 b. MHz / L OCKキーを押しながら電源をO Nにし、
続いてa の操作をしてください。

電源スイッチをいれた時、前に a. パックアップ用リチウム電池の寿命で a. ご購入店または当社サービスセンターで電池を
メモリーした周波数が消えて初 す。 交換してください（有料）。
期設定値になる。 b. 時計のパックアップスイッチがOF F に b. パネルのパックアップスイッチをO Nに？る。
時計が初期設定値になる。 なっている。

受信周波数が以下の関係になるとき無変調波が受信される場合があります。これはセットの周波数構成によるもので、故障ではありません。
・（430MHz帯受信周波数十21. 6MHz）× 4 - {  ( 1200MHz帯受信周波数ー59. 7MHz) /2｝× 3 =21. 6MHz 
・（430MHz帯受信周波数＋21. 6MHz) ( 50MHz帯受信周波数十10. 595MHz）× 7=10. 595MHzまたは21. 6MHz
・（1200MHz帯受信周波数一59. 7MHz) /2ー（144MHz帯受信周波数ー10. 695MHz）× 4 ニ59. 7MHz
・（144MHz帯受信周波数一10. 695MHz）× 9一（1200MHz帯受信周波数ー59. 7MHz) =10. 695MHz 
・（439. 905MHz( A C C  O N時の144MHzバンド）

※  

7  
9,10 

20 
42 

43,46 

51 

40 

54 

55 

27 

7  
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7. アクセサリ－
7・I. アクセサリー

TSU- 7 
DT MFユニッ卜

DTU- 2 

ド
ン
－
〉

ン
ホ
日
h

ハ
口

4

能
ク
「
J

機
イ
引

多
マ
九

DT MF付き多機能
ハンドマイクロホン

MC・4 5 DM

。~
スビーカー
（車載用）

SP- 41 

スピーカー
（車載用）

SP- 508 
E ・ E ・－・ E ・－・ E ・－・ E ・－・ E ・~『司

．． 圃・E """'00 -"" a・・ I  
・・・・·~ z」・・・‘』 柄引附脚悶－ .......t 
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車載アングル

MB- 11 
パネル・セパレー卜・キット
PG-4KcP. 69参照）

マイクロホン
プラグアダプタ－

MJ - 88 

‘r：ア
固定局用安定化電源

PS- 32 

パネル・セパレート・キット
PG-4LcP. 69参照）

ノイズフィルタ－

PG- 3G 

F Mバンドユニット

DC電源コード

PG- 2N 
ノイズフィルター

PG- 38 

クーりングファン

UT-28/28S ※ a 勘～一~
UT- 50/ 50S※  ’ L一一三 ：二ず
UT・1200※ ’

UT- 144/ 144D/ 144S 
※ TM- 741にUT- 28S/ 50S/ 1200を
組み込むときはFA- 5が必要です。

FA- 5※  



ご注意
ケースの取り外し、取り付けの前には、必ず電源スイッチ（固定
局の場合はDC電源の電源スイッチを含む）をOF Fにし、電源コー
ドを抜いてください。

7・2. CT CS Sユニット（TSU- 7)

1. 前面パネルのリリースつまみを右にスライドさせる
と、パネルと本体を止めていたロックがはずれま
す。右側からパネルを手前に引くと、パネル全体が
はずれます（パネルと本体を接続しているケーブルに
ご注意ください）（図1）。

2. T S U・7付属の粘着シートをユニットの I Cの上に貼り
イ寸けます。

3. 粘着シートの反対側の剥離紙をはがします。
4. 本体のプリント基板のTSU- 7と書いてある場所のコ

ネクターにユニットを直接はめて接続します（図3-
( A））。

5. ケープルをはさまないように注意しながらパネルを
戻します。ケープルはパネル背面の溝にはめると扱
いやすくなります。（図2)

図l

リリース
つまみ

｜『型」｜
図2

7-3.  DT MFユニッ卜（DTU- 2)

7- 3・1. DT U・2の取付け
1. 前面パネルのリリースつまみを右にスライドさせる

と、パネルと本体を止めていたロックがはずれま
す。右側からパネルを手前に引くと、パネル全体が
はずれます（パネルと本体を接続しているケーブルに
ご注意ください）（図1）。

2. D T U・2付属のクッションをユニットの裏側（コネク
ターのついていない側）に貼り付けます。

3. 付属の2種類のコネクターの内2個のコネクターが付
いている方（接続コード②）を使用します。 2個のコネ
クターを本体のソケットに接続します（図3・（B））。

4. ユニットをC P Uの上に貼付けます（図3）。
5. ケーブルをはさまないように注意しながらパネルを

戻します。ケープルはパネル背面の溝にはめると扱
いやすくなります。（図2)

図3 粘着シート
を貼る
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•oru-2 の組み込みに伴うキー操作の変更

組み込み前は周波数の音階表現をスタートさせていた
DT S Sキーは、 DT S S→P AG→OF Fの切り換えキーにな
ります。周波数の音階表現は、マイクロホンのキーに
プログラムできます。（16ページ参照）。

7- 3・2. テンキーでの周波数変更
DTU- 2を組み込むと、 DT MF付きマイクロホンMC-
45DM（別売り）のテンキーでも周波数を変更できるよう
になります。
1. F キーと V F Oキーを押しながら電源を入れて、マイ

クロホンのP FキーをE NT E Rキーに設定します。

P Fキーを
E NT E R  
キーにする。

@I : ⑬を押しながら：電源を入れる。

2. E NT E Rキー（P Fキー）を押すと周波数表示部の可変
部分が” 一“ 表示になります（E NT E Rモード）。
10秒以上キー操作しないとE NT E Rモードは解除されます。

ご注意
E NT E Rモード中に、マイクロホンから他のD T MF信号がはい
るとその信号で設定されることがあります。
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。
υコーー－ －,  ~· 

S 邑 R F一一1一一一5 一一－ 9 -( ENT ER)  

3. テンキーで希望の周波数をインプットします。最終
の桁が入力されると、その周波数を受信します。

テンキーで
入力 q4 S & R F - 1 - 5 - 9一一一ー

途中でPFキーを押すと，” 一“ 表示のところは前の値になります。
途中でPFキー、テンキー以外のキーを押すと周波数は変更されず
に元に戻ります。

（※ ) 12. 5kHz と25kHzステップの場合l OkHz桁でテンキー入力は終
了します。 l OkHz桁の入力キーと設定される l OOkHz未満の周波数
値は次の表のとおりです。

入力キー 周波数 入力キー 周波数。 。。 5  50 
1  12. 5 6  62. 5 
2  25 7  75 
3  37. 5 8  87. 5 
4  37. 5 9  87. 5 

その他のステップは、最下位桁はOまたは5に補正されます。



7-3-3.  テンキーでのDT MF
下記のD T MFキーを直接操作しながら、または専用メ
モリーからD T MF信号を送信できます。キーと信号の
対応は下記のとおりです。

( Hz)  1209 1336 1477 1633 

697 2  3  A  

770 4  5  6  B  

852 7  8  9  C  

941 事 。社 D  
( E) (F) 

DTMF  
キー

．テンキーの直接操作での送信
P T Tスイッチを押しながら、 O N AI R表示が灯いている
ことを確認し、マイクロホンのD T MFキーを押してく
ださしユ。 D T MF信号が送出され、 D T MF音が出ます。

D T MFキーを押した後2秒間はP T Tスイッチをはな
しでも送信状態が続いています。
キー操作は2秒以内の間隔で行い、 O N AI R表示が
点灯していることを常に確認してください。

. DT MF専用メモリー
DT MF信号には 10ケの専用メモリーチャンネルがあり
ます。

・書き込み
1. F キーと CAL Lキーを押しながら電源を入れると、

D T MF書き込みモードになります。

G重） @ 
p- - - -

P OWE R { g )  

2. D T MFキーで希望の番号を書
き込みます。
（最大15桁）

3. P Fキーを押すと番号の書き
込みは終了し、チャンネル
の選択になります。
マイクロホンのV F Oキーを
押すと、 1 にもどって書き
直せます。

4. 0～9キーで希望のチャンネル
を選択します。
再び1のD T MF書き込みモー
ドに戻ります。

S & R F - 1 - 5 - 9 -

一＠倒倒倒

＠
＠
＠
金

窃＠＠＠一

ゆ
ゆ
ゆ
降。
: 10@ ~ 
¥:(0) 'R 0: 
l0.®~ 

’（c）， 

ご注意
E NT E Rモード中に、マイクロホンから他のD T MF信号がはい
るとその信号で設定されることがあります。

5. D T MF書き込みモードを終了するには、マイクロホ
ンのP T Tスイッチ、 UP / DWNキーまたは無線機本体
のいづれかのキーを押してください。

67 



68 

. DT MFメモリーの確認
1. F キーと CAL Lキーを押しながら電源を入れて、

D T MF書き込みモードにします。
2. マイクロホンのM Rキーをt甲します。

。 p -
S B円F - 1 5  9 －ーーー

3. 確認するメモリーチャンネルをO～9キーで呼び出し
ます。

4. メモリーされている番号が周波数表示部に順送りに
表示されD T MF音が出ます。

＠ p - 121 
B & R F - 1 - 5 - 9－ーーー

5. 再び1のD T MF書き込みモードに戻ります。

. DT MFメモリーからの送信
1. B AND SELキーを t甲して、

送信バンドと操作ノすンドを
一致させます。 の

2. P T Tスイッチをt甲したままマイクロホンのP Fキーを
押し、次に0～9キーでチャンネノレ番号を選びます。

①P T Tを
押し

3. P T Tスイッチを離します。

②P Fキー

D T MF音が鳴り、番号が順送りに表示されます。



7-4. パネルセパレートキット（P G・4 K / 4L)  

I  PG- 4K I  

IPG・4L I  
D Cケーフ” ル

( 6m)  

パネルセパレートキットの取り付け前には、必ず電源ス［ご注意
イッチをOFFにし、電源コードを抜いてください。

1. 前面パネルのリリースツマミを右にスライドさせる
と、パネルと本体を止めていたロックがはずれま
す。右側からパネルを手前にヲ｜くと、パネル全体が
はずれます。
（パネルと本体を接続しているケーブルにご注意くだ
さい）（図 1)

- - コードに注意し
／づ／ ° －. . . . . . . . . .＿てください

図1ー 可制J 図2 ホルダーを外す

2. マイクロホンのコネクターと、マイクロホンのケー
プノレをはめていたホルダーを外します（図2）。

3. トランシーパ一本体に接続されているパネルケープ
ルを外します。（図3)

図3
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4. PG- 4K/  4Lに付属の前面パネルに止めであるカバー
を外し、開口部にマイクケーブルとパネルケーブル
を通します。

コードフソシュ

T M 941ノf ネル吉［，背而

コードブソシュは溝にイトわせてはめ込みます。

図4
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5. PG- 4K/ 4Lに付属のパネノレケーブルとマイクケーブ
ルを、コネクタに差し込みます。
ストッパーがカチンというまで深く差し込んでくだ
さい（図4）。

6. PG- 4K/  4Lの前面パネ／レを、左の爪を合わせてから
はめ込み、パインドねじ（M3 × 8）でトランシーパ一
本体に止めます。（図4)

7. パネノレケーブルのコードブッシュを前面パネルにつ
けます。（図5)
次に、マイクケーブルを前面パネルの切り欠きに差
し込みます。（図5)

図5

その後カバーをはめます。（図4- A)
8. マイクケーブルのもう一方のコネクタ・ケースにマイ

クロホンを接続します。コネクタ・ケースは、付属の
ねじ（M3× 25）で固定してください。（図4-B)

9. パネルケーブルのもう一方の端は、パネル部背面の
カバーの内側でコネクタに接続されています。カ
ノf ーを外して、 PG- 4K/ 4Lのパネルケーブルと差し
換えます。（図4-C)



7・5. 車載アングルによる取付け
ご注意
取りつけ位置は、安全性、操作性を考慮して決めてください。
振動ではずれないように、しっかりと取り付けてください。

アングルのねじをゆるめ
て2枚の板を直角にし、
付属のねじ（3本）で車載ア
ングルにパネル部を固定
します。
車載アングルを付属の平
ワッシャーとねじで車体
にしっかり固定します。

・マジックファスナーに
よる取付け

ご注意
マジックファスナーによる取りつけは、強い振動や衝撃により脱
落することがあります。安全性を考慮し、コンソールボックス付
近（斜線部分）でお使いください。

付属のマジックファス
ナーの剥離紙をはがし、
パネル部の背面2か所に
貼ります。車体の安定な
場所にしっかり固定しま
す。

φ 3 × 6  

コンソール
ボックス の横
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7・6. バンド・ユニット
本機に 28MHz帯，50MHz帯，144MHz帯または 1200MHz
帯のバンド・ユニット（別売）を組み込むとトライパン
ダーになります。

すでにある周波数帯と同じバンドのユニットを追加
することはできません。
また、ユニットを追加できる位置は決まっていま
す。指定以外の位置に取付けた場合は性能を保証で
きませんのでご注意ください。

TM- 741( 10Wタイプ）にYT- 28S/ 50S/ 1200を組み込む
ときは別売のクーリングファンF A・5が必要です。

FA- 5 

トライパンダ一時のキー操作はデュアル・バンド時の各
バンドの操作と同じです。取扱説明書は本書を兼用致
します。

ご注意
ユニットの取り付け前には、必ず電源スイッチ（固
定局の場合はDC電源の電源スイッチを含む）をOFF
にし、電源コードを抜いてください。

必要な工具

2. 6mm用プラスドライパー
3. 0mm用プラスドライパー
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7・6-1. 取付け方法
＠ケースを開けます。

①両側面のねじ4本をゆるめます。
②上ケースのねじ4本をはずします。
③下ケースのねじ4本をはずします。
④上下のケースをはずします。

③ A  

T M・841/  841D /  841Sの場合は 74ページにすすんでくだ
さい。



①線 材を止めてい
るテープ2枚をは
がします。

②チ ューブをずら
してカ＝ら、コネ
クタをはず、しま
す。

③ファンのねじ 4本
をはずします。

④ファンをはずします。

＠取付け金具を外します。
①長いねじ2本をはずします。官
②取付け金具を取ります。 I  

ねじは六角の穴
の中にあります。

。電源コードが抜けていることを確認してか
ら電源端子を外します。

①各ノてンドのねじを2本
をはずします。

②電源端子を上または
下に取り出します。

セットを底面が上になるように置き、ユニットを
コネクタにはめます。

aJ一
円
J

ピ一
次に75ページの『6. 新しいユニッ
トを固定します。』に続きます。
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TM- 841/ 841D/ 841Sの場合

＠最初にファンを外します。
①線材を止めているテープ

をはがします。
②チ ュ ーブをずらしてか

ら、コネクタをはずしま
す。

③ファンのねじ 4本をはず
します。

④ファンをはずします。
⑤ファンのケーブルを溝か

ら外します。

＠取付け金具を外します。
①長いねじ2本をはずします。
②取付け金具を取ります。

② 
4，ー・司
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畠

各バンドのねじを2本
をはずします。

②電源端子を上または
下に取り出します。

＠新しいユニットを入れます。
①ユニットをコネクタにはめます。

コネクタ

ピッタリ f甲し当ててください。



＠新しいユニットを固定します。

①両側面をねじで止め
ます。

②下から 6角ナットとO
リングをはめます。

③長いねじ2本を、上か
ら差しこんで締めま
す。

る

63バンド用の電源端子を付けます。

① 3バンド用の電源端子
を上から入れます。

②各バンドのねじを3本
しっかり締めます。

＠ファンを付けます。

TM- 741にUT- 28S/ 50S/ 1200を取り付けるときは、必
ずクーリングファンFA- 5（別売）を付けてください。

①ファンのケーブノレを
溝に入れます。

②ファンをはめます。
③ファンのねじ4本を締

めます。

＠ケーブルをつなぎます。

①コネクタを接続し、
チューブを戻しま
す。

②ケーブルを溝に入れ
ます。

③ケーブルを挟みこま
ないように上2ケ所に
付属のシールを貼り I 可 τ

ます。 ｜ ＼ 

⑪ケースを閉めます。
①上ケースをはめ、ねじ4本を締めます。
②下ケースをはめ、ねじ4本を締めます。
③両側面のねじを締めます。

次tこ76ページの取付け確認を卦ず行って4ださい。
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7・6・2. 取付け確認
取付けが終了したら下記の取付け用部品が残ります。

2バンド用電源端子 取付け金具
( TM- 841の取付け金具にはゴムブツ
シュが付いています。）。

門
川
ω
v ミミゐ

フレーム取付けねじ
(2本）

R' """"" 

コードを止めていたテープ
TM- 741系 2枚
TM- 841系 1枚

上記以外の部品が残っていたり、数が合わな
い場合は絶対に電源を入れないで、ください。
もう一度取付け説明にそってチェックをおこ
ない正しく取付けてください。
追加したバンドを動作させるためには、そのバンドの
メモリーリセットが必要です。
「7-6-3. 動作の確認」の手順にそってメモリーリセッ
トを行ってくださしユ。
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7-6-3. 動作の確認
動作の確認は出来るだけDC安定化電源でおこなってく
ださい。

1. 電源コードを接続します。

2. パネルの電源スイッチをO Nにします。

電源が入らない（表示が出ない）時は、まず電源コー
ドを抜いてから以下のチェックを行います。
a. 電源コードのプラス・マイナスが逆になってい

ないか
b. パネルケーブルがはずれていないか

パネルケーブル

C. ヒューズが切れていないか
ヒューズが切れていた場合は、再度取付け作
業を確認してその原因を取り除いてから
ヒューズを交換してください。

O N表示が出た後周波数表示になったら次にすすん
でください。



3. 追加したバンドを動作させるため、そのバンド
のメモリー・リセット（※）を行います。

（※） 

①パネルの電源スイッチを？F Fにします。
②F キーと追加したバンドのBAND SELキー

を押しながらパネルの電源スイ，ッチをO N
にします。約1秒後にそのバンドの全表示
が点灯します。

11 :~s.a~a ":ij~a~a I稲荷i
勉量｜ .. --,-・ ・- －－ー一 事BB咽聞軍軍曹司

OJ! i i l l fo⑤Q⑤Orf 

全バンドのメモリー・リセットでも追加したバンドはリセットされ
ますが、他のバンドも初期設定値になりますのでご注意下さい。

7・6-4. 追加ユニットの機能
トライパンダ一時のキー操作はデュアル・バンド時の各
バンドの操作と同じです。

TM- 741系にUT- 1200を追加したときと、 TM- 841系に
UT- 144/ 144D/ 144Sを追加したときは、すでに書かれて
いる操作説明のとおりです。
UT- 28/ 28SとUT- 50/ 50Sを追加したときは下記の機能お
よび操作説明が追加になります。・UT・28/ 28S・UT・50/ 50S追加時
4・1・1. MHzキーに追記（UT- 28/ 28Sのみ）
28MHzバンドはバンド幅が1. 695MHzなので、 MHzモー
ドではバンドエッジを越える値は補正されます。
例 29.6←28.1←（減少） 29.1 （増加）→28.0

4・2・3. 周波数ステップの選択に追記

ステップ［kHz ]

28MHz帯
50MHz帯

5己 110戸 115詳 120戸 I12.5手 125詳
Ol c I OI OI × 10 
0 1 c 1 0 1 0 1 × 1 0  

（。初期設定）

4・2-3. 周波数ステップの選択
28/ 50MHz帯はステップを切り換えても周波数補正は
行いません。

4・2-4. プログラマブルVFO
28MHz帯のプログラマブ、JレV F Oの可変範囲はl OOkHz
単位です。
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4・2・8. アッテネーター（ATT)
24ページ

4-3-4. 送信占有周波数帯域幅
判IDE / NARROW切り換え（UT- 28/ 28Sのみ）

26ページ

4-4-2.  メモリーの初期設定値 に追記

初期設定値（工場出荷時） 28MHz帯 50MHz帯

V F O周波数
メモリーチャンネルlの周波数 29.300 51. 000 

コールチャンネル周波数 MHz  MH z  

V F O周波数ステップ l OkHz l OkHz 

トーン周波数 88. 5Hz 88. 5Hz 

。コ

4・6・1 レピーターの運用 に追記

( U T・28/ 28Sのみ）
本機はオートレピーターオフセット機能を採用してお
り、下記周波数になると自動的にマイナスシフト、
トーンO Nになります。

29. 610～29. 695MHz帯 - l OOkHz 

4-6-3. シフト に追記

受信周波数に対して送信周波数を、＋または一方向に
シフトさせる機能です。

シフト幅は下記のとおりです。

5・3.

28MHz帯 ±l OOkHz
50MHz帯土1 MHz

周波数バンドでの時計機能
時計機能の表示は、 5-3. 周波数バンドでの時計機能
をごらんください。（59ページ）

7・6-5. 定格 J AI A（アマチュア無線機器工業会）で定めた測定法による。定格は技術発達に伴い変更することがあります。

UT- 28/ 28S UT- 50/50S,  I  UT- 144/ 144D/ 144S I  UT- 1200 
周波数範囲 M H  z  28 ～29.7 50～54 144～ 146 1260 ～1300 
電 波 型 式 F3( FM)  
アンテ ナ イ ン ピ ー ダ ン ス 500 

般 使 用 温 度 範 囲 20℃～＋ 60℃ 
仕 電 源 DC13. 8V ±  15 %( 11. 7～ 15. 8V) 
様 接 地 方 式 マイナス接地

周 波 数 安 定 度 ±l Oppm以内 ±3ppm以内
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UT- 28/ 28S U T  50/50S UT- 144/ 144D/144S UT- 1200 

l OWタイプ
送信（最大） 4. 5A以下 4. 0A以下 3. 8A以下 6. 5A以下

消 受信（無信号時） 1. 2A以下
般 費 送信（最大） 7. 5A以下
イ土 ．電 Dタイプ

受信（無信号時） 1. 2A以下
様 流 送信（最大） 11. 5A以下

Sタイプ
受信（無信号時） 1. 2A以下

l OWタイプ
H  l OW 

送 L  約2 W 約 l W l W 
送 H  2 5W 

信
Dタイプ M l OW 

出 L  約 2 W
H  5 0W 

信 力 Sタイプ M l OW 
L  約5 W

変 調 方 式 リアクタンス変調
不 要 幅 車オ 強 度 - 60dB以下（※） - 60dB以下 50dB以下

部 最 大 周 波 数 偏 移 ±5kHz  
変 調 ひずみ（ 6  0  % 変調時） 3 %以下
マ イ クロホンインピー ダンス 600.0 
受 信 方 式 ダブルスーパーヘテロダイン

受
中 波 数

8. 83MHz 10. 595MHz 10. 695MHz 59. 7MHz 
問 周

455kHz 
受信感度 （ 1  2  d B  S I N  A D )  0. 16μV（一 16dBμ ）以下

信 選択度 - 6  d  B  l OkHz以上、 ｜ 12kHz以上
選択度 6  0  d  B  24kHz以下 36kHz以下

部 ス ケ Jレ チ 感 度 O. l μV（一 20dBμ ）以下
低 周 波出力（ 5  % ひずみ時 ） 2 W以上（8.0負荷）
低 周 波負荷インピーダンス 8.0 

※  高周波スプリアスはHパワーポジション時は 70dB以下です。
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8. 参 考 オプションユニットを付加して申請する場合

・申請書の書き方 本機にオプションユニットを付加する場合でも、送信
機1台として取扱われます。申請する場合は付加する
オプションユニットの工事設計も含めて本機と同一送
信機の枠内に併せて記載してください。

本機によりアマチュア無線局を申請する場合は、市
販の申請書に下記の事項をまちがいなく記入の上申請
してください。また、本機は J AR L登録機種ですか
ら、保証願に登録番号もしくは名称を記載することに
より、送信機系統図を省略することができます。

また、保証願の登録番号（もしくは機種名）の記載も、
本機とオプションユニットの両方を同一送信機の枠内
に併せて記載してくださいの
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本機のみで申請する場合 次ページの①～⑮に、下表の該当する事項を記入してください。
TM- 741 TM- 741D TM- 741S 

①⑦⑬ 144 144 144 
②⑧⑭ 430 430 430 
④⑮ 10 25 50 
⑤⑫ 10 25 50 

144MHz帯： 144MHz帯： 144MHz帯：

⑩ M57715× 1  M57737× 1  S- AV17× 1  
430MHz帯： 430MHz帯： 430MHz帯：
M57752× 1  M57729× 1  M57788M× 1  
144MHz帯： 144MHz帯： 144MHz帯：

⑪ 13. 8V22W 13. 8V50W 13_ 8V92W 
430MHz帯： 430MHz帯： 430MHz帯：
13. 8V19W 13_ 8V43W 13_ 8V54W 

⑫ ※  ※  ※  

⑬ A086S. または A087Lまたは A088民fまたは
TM- 741 TM- 741D T 島1- 741S

※ 使用する空中線の型式を記入してください。
TM- 741S、TM- 841Sでの申請には第2級アマチュア無線技士以上の資格が必要です。
TM- 741D、TM- 841Dでの申請には第3級アマチュア無線技士以上の資格が必要です。

TM- 841 TM- 841D TM- 841S 
430 430 430 
1200 1200 1200 
10 25 50 
10 10 10 

430MHz帯： 430MHz帯： 430MHz帯：
M57752民f × 1 乱157729× 1 M57788M× 1  
1200MHz帯： 1200MHz帯： 1200MHz帯：
M67711× 1  M67711× 1  乱167711× 1
430MHz帯： 430MHz帯： 430MHz帯：
13. 8V19W 13. 8V43W 13. 8V54W 
1200MHz帯： 1200MHz帯： 1200MHz帯：
13. 8V43W 13. 8V43W 13_ 8V43W 

※  ※  ※  
A089Sまたは A090Lまたは A091Mまたは
TM- 841 TM- 841D TM- 841S 



無線局事項書および工事設計書

① M 
② M 
③ M 

保証願

電 i皮肉型式

l OWを越え l OOW以下の局
I  l 周波数 空中線電力 電植 の型式／

ド21. 事設計 等 1 送信機 第 2 送信 機 ／ 
発射可能 ⑦ MHz帯
な電i皮肉
型式，周 ⑧ MHz帯
i度教の範

⑨ MHz帯同

変調円 リアクタンス

} j 式 変困

同名称個数 ⑩ X  ×  

リヨもえ

暗司量4正ー入）J ⑪ V  w• v 、V
』，.；；；重正 ⑫ 
その他工事設計 電 ilti法第3章に現定する条件に合致してL 、る。

l OW以下の局
II 無線設備等 ( 12 

を陣織種 の制 l 保証認定料
⑬ MH,  ⑮ w  F 3 

＼ 
昏守もしくは名称｜ 3 , 0 0  0 円

⑬ MHz  ⑫ w  F 3 標章受付手数料

⑮ MH,  

事 l 送信機 ⑮ 3 0  0 円
⑩ w  F 3 

送｜第 2 送信機
標章交付手散科

恥rn, w  
事司送信嶋

標章交付手数料

事 4 送信植
標章受付手段料

③⑥⑨⑮⑬はオプションユニットを組み込んで申請する場合のみ
記入してください。

円

円

円

組合せて申請する場合および変更申請する場合の記入例
左ページの①～⑮にJ下表の該当する事項を記入してください。
記入例のように低い周波数帯から先に書いてください。

｛列 T 恥1-741と TM- 741Dと TM- 841Sと
UT- 28 UT- 1200 UT- 144S 

①⑦⑬ 28 144 144 
②⑧⑭ 144 430 430 
③⑨⑮ 430 1200 1200 
④⑮ 10 10 50 
⑤⑫ 10 10 50 
⑥⑮ 10 10 10 

28MHz帯： 144MHz帯： 144MHz帯：
2SC3133× 1  乱157737× 1 S- AV17× 1  

⑩ 144MHz帯： 430MHz帯： 430MHz帯：
乱157715× 1 M57729× 1  乱157788M× 1
430MHz帯： 1200MHz帯： 1200MHz帯：
M57752× 1  M67711 × 1  M67711 × 1  
28MHz帯： 144MHz帯： 144MHz帯：
13. 8V22W 13. 8V50W 13. 8V92W 

⑪ 
144MHz帯： 430MHz帯： 430MHz帯：
13. 8V22W 13. 8V43W 13. 8V54W 

430MHz帯： 1200MHz帯： 1200MHz帯：
13. 8V19羽7 13. 8V43W 13. 8V43W 

⑫ ※  ※  ※  

A086Sまたは A087Lまたは A091おfまたは
⑮ T 孔1-741 T 乱ι 741D TM- 841S 

プラスUT- 28 プラスUT- 1200 プラスUT- 144S
※ 使用する空中線の型式を記入してください。
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. TM- 741/ 741D/ 741S 送信機系統図
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アクティプフィルタ
2SC4117× 2  
2SC3324 
：－－－ーーーーーー司・ーー

144～145. 995MHz  

TM- 741 M57715 
TM- 7410 M57737 
TM- 741S S- AV17 

430～439. 995MHz  

TM- 741 M57752 
TM- 7410 M57729 
TM- 741S .  M57788M 



. TM- 841/ 841D/ 841S 送信機系統図

巨ト
1260～1299. 99MHz  

430～439. 995MHz  

TM- 841 M57752 
TM- 841 D  M57729 
T M 8415 M57788M 
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